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組 織



第

一

章

定

款

定
款
の
沿
革
に
就
て
も
、
田
園
都
市
会
社
、
目
蒲
電
鉄
及
び
旧
東
横
電
鉄
の
順
序
に
各
社
創
立
当
初
作
成
せ
ら

れ
た
も
の
を
掲
げ
、
次
に
改
正
変
更
を
年
次
を
追
ふ
て
簡
記
し
、
終
り
に
目
蒲
、
東
横
両
社
合
併
後
に
於
け
る
現

行
の
も
の
を
示
し
て
を
く
事
と
し
た
。

第
一
節

田

園

都

市

株

式

会

社

会

社

創

立
後
に

於
け

る
定

款

は
七
回

に
亘
っ

て

改
正

さ

れ
た

が
、

そ

の
主

な
る

も
の

は
電
気

鉄

道

の
敷

設
及

び

電

灯
電
力

の

供
給

業
を

新
に

追
加
し

た
こ

と
と
、

こ

れ
等

の

事
業

遂
行

に
要

す
る
資

本

の
増

加
で

あ
っ

た
。

尤

も

減
資

に

依
る
定

款
変

更

が
あ

る

が
、

こ

れ
は
姉

妹
会

社
た

る
目

黒
蒲
田

電

鉄
株
式
会

社
へ

合

併

す

る
為

め
の
減
資

で

あ
っ

て
、

経

営

の
行

詰
り

打
開

策
と
し
て

こ

れ

を
な

す

も
の
と

は

全
然
趣

を
異
に

し
て

ゐ

た
。

一

創

立

当

初

の

定

款

第

壱

章

総

則

第

壱

条

当
会

社

ハ
田

園
都

市
株
式

会

社

卜
称

ス

第

弐

条

当

会

社

ハ
本
店

ヲ
東

京
市

ニ
置

ク



第

参

条

当
会
社
営
業
ノ
目
的
ハ
左
ノ
如
シ

一

市
街
地
ノ
経
営

二

不
動
産
ノ
売
買
賃
貸
及
其
仲
介

三

土
木
建
築
工
事
設
計
請
負
及
監
督

四

前
各
項
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
之
ニ
関
聯
セ
ル
諸
般
ノ
事
業
ヲ
営
ミ
又
ハ
是
等
ノ
事
業
ニ
出
資
ス

ル
コ
卜

第

四

条

当
会
社
ノ
公
告
ス
ヘ
キ
事
項
ハ
東
京
市
ニ
於
テ
発
行
ス
ル
時
事
新
報
ニ
掲
載
ス

第

弐

章

資

本

及

株

式

第

五

条

当
会
社
ノ
資
本
ハ
金
五
拾
万
円
ニ
シ
テ
之
テ
壱
万
株
ニ
分
チ
壱
株
ノ
金
額
ヲ
金
五
拾
円
卜
ス

第

六

条

当
会
社
ノ
株
券
ハ
記
名
式
ニ
シ
テ
壱
株
券
拾
株
券
及
五
拾
株
券
ノ
参
種
卜
ス

第

七

条

当
会
社
株
金
払
込
ノ
時
期
及
其
金
額
ハ
取
締
役
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第

八

条

株
金
ノ
払
込
ヲ
怠
リ
タ
ル
株
主
ハ
其
払
込
期
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
払
込
済
ノ
日
迄
金
壱
百
円
ニ
付
壱
日

金
四
銭
ノ
割
合
ヲ
以
テ
遅
延
利
息
ヲ
支
払
ヒ
且
其
遅
延
ノ
為
ニ
生
シ
タ
ル
費
用
ヲ
支
払
フ
ヘ
シ

第

九

条

株
券
ヲ
毀
損
シ
タ
ル
者
又
ハ
株
券
ヲ
分
合
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
株
券
ニ
請
求
書
ヲ
添
へ
新
株
券
ト

ノ
交
換
ヲ
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第

拾

条

株
券
ヲ
滅
失
シ
タ
ル
者
ハ
其
事
由
ヲ
詳
記
シ
タ
ル
書
面
ニ
保
証
人
弐
名
以
上
連
署
シ
テ
新
株
券
交



付

ノ

請

求

ヲ

為

ス

ヘ

シ
此

場

合

ニ

於

テ

ハ

当

会

社

ハ

請

求

者

ノ

費

用

ヲ
以

テ

其

旨

ヲ

公

告

シ
参

拾

日

間

ヲ

経

過

シ
一

切

ノ

故

障

ナ

キ

モ
ノ

ト

認

メ

タ

ル

ト

キ
ハ

新

株

券

ヲ

交

付

シ
爾

後
旧

株

券

ヲ

無

効

卜

ス

第

拾

壱

条

第

九

条

及

第

拾

条

及

其

他

ノ

場

合

ニ

於

テ

新

株

券

ヲ

交

付

ス

ル

ト

キ

ハ

新

株

券

壱

通

ニ
付

費

用

ト

シ

テ

金

参

拾

銭

ヲ

請

求

者

ヨ

リ

徴

収

ス

第

拾

弐

条

株

式

ヲ

譲

渡

ス

ル

ト

キ

ハ

当

会

社

所

定

ノ
書

面

ヲ
以

テ

名

義

ノ

書

換

ヲ

請

求

ス

へ

シ

第

拾

参

条

株

主

氏

名

ヲ

変

更

シ

タ

ル

ト

キ

又

ハ

法

律

ノ

作

用

ニ
由

リ

株

式

ヲ

取

得

シ

タ

ル

者

ハ

適

法

ノ
証

明

書

ヲ

添

へ

名

義

書

換

ヲ

請

求

ス

ヘ

シ

株

主

住

所

ヲ

変

更

シ

タ

ル

ト

キ
又

ハ
行

政

区

劃

ノ

変

更

ニ
由

リ

其

住

所

ヲ

改

称

セ
ラ

レ

タ
ル

ト

キ

ハ

遅

延

ナ

ク

之

ヲ

当

会

社

ニ
通

知

ス

ヘ

シ

株

主

又

ハ

其

法

定

代

理

人

ハ
印

鑑

ヲ

当

会

社

ニ
届

出

ツ

ヘ

シ
其

之

ヲ

変

更

シ

タ

ル

ト

キ
亦

同

シ

第

拾

四

条

株

主

外

国

ニ
居

住

ス

ル

カ

又

ハ
日

本

ニ
住

所

ヲ

有

ス

ル

モ
当

会

社

本

店

ヨ
リ

郵

便

到

達

日

数

七

日

以

内

ノ

地

域

ニ
ア

ラ

サ

ル

ト

キ

ハ

此

地

域

内

ニ
代

理

人

ヲ

定

メ

当

会

社

へ
届

出

ツ

ヘ

シ

第

拾

五

条

株

式

ノ

名

義

書

換

ハ
毎

年

六

月

一

日

及

十

二

月

一

日

ヨ

リ

定

時

株

主

総

会

終

結

ノ

日

迄

之

ヲ

停

止

ス

第

参

章

取

締

役

及

監

査

役



第

拾

六

条

当
会

社

ニ
取

締

役
六

名
以

内

及

監

査
役

参
名
以

内

ヲ
置

キ
総
会

ニ
於
テ
弐
百

株
以

上

ヲ
有

ス
ル
株

主

中

ヨ
リ

之

ヲ
選

任

ス

第

拾

七

条

取

締

役
ノ

任
期

ハ

就
任

後
第

六
回

監
査

役

ノ
任
期

ハ
就

任

後
第
四

同

ノ
定

時
株

主
総

会

終
結

ノ
時

ヲ
以

テ

終
了

ス

ル
モ
ノ

ト

ス

第

拾

八

条

取
締

役

又

ニ

監
査

役

ニ
欠
員

ア

ル
モ
法
定

ノ
人

員

ヲ
欠

カ
サ

ル
ト

キ
ハ

次
ノ
総
会

迄
補
欠

選
挙

ヲ

延
期

ス
ル
コ

ト
ヲ

得
但

補
欠

員

ノ
任

期
ハ
前

任

者

ノ
残

任
期
間

卜
ス
取
締

役

又
ハ

監

査

役

ノ

定

員

数

増

加
ノ

為

メ
新

ニ
選
挙

セ
ラ

レ
タ

ル
者

ノ
任
期

ハ
其
選

挙
当

時

ニ
於

ケ
ル
現

任

者
ノ
残

任

期
間

ト

ス

第

拾

九

条

取

締

役

ノ
互

選
ヲ
以

テ

社
長
壱

名

専

務
取

締

役
壱

名

ヲ
定

ム
但

事

務
ノ
都

合

ニ
依
リ

専

務
取

締
役

ヲ
置

カ
サ

ル

コ
ト
ア

ル

ヘ

シ

第

弐

拾

条

社
長

ハ
当

会

社

ヲ
代

表

シ
事

務

ヲ
総

理

ス
専
務
取

締

役

ハ
社
長

ヲ
補

佐

シ
テ
会

社
ノ
業

務

ヲ
掌

理

シ
且

社
長

事
故
ア

ル
ト

キ
ハ

之
ヲ
代

理

ス

第

弐

拾
壱

条

取

締

役
ハ
各

自
其

所

有
株
式

弐

百

株

ヲ
監
査

役

ニ
供
託

ス
ヘ

シ

第

弐

拾
弐

条

取

締

役
及

監
査

役

ノ
報

酬
ハ

株
主
総

会

ノ
決

議

ヲ
以

テ
之

ヲ
定

ム

第
弐

拾

参
条

取

締

役
ハ
其

協

議
ヲ
以

テ

相
談

役

ヲ
置

ク
コ

ト
ヲ
得

第

四

章

株

主

総

会



第
弐

拾
四

条

定

時

株
主
総

会

ハ
毎

年
六
月

及

十
二
月

ノ
両

度

ニ
之
ヲ
開

ク

但

初
期

ノ
決

算

ヲ

次
期

ノ
決

算

卜
併

合

ス

ル
場

合

ニ
ハ

初
期

ノ
決

算
期

ニ
関

ス

ル
定

時
株
主

総
会

ハ

之
ヲ
開

カ

ス

第
弐

拾
五

条

総
会

ノ
議

長

ハ
取
締

役

之

ニ
任

ス

第
弐

拾

六
条

総
会

ノ
議
長

ハ
会

議

ヲ
延

期

シ
会

場
ヲ

変
更

ス

ル
コ
ト

ヲ
得

第
弐

拾
七

条

総
会

ニ
於
テ
決

議

ヲ
為

ス
ニ
当

リ
可
否

同

数

ナ

ル
ト

キ
ハ
議

長
之

ヲ
決

ス

第
弐

拾
八

条

株
主

ハ
代

理
人

ヲ
以

テ

其
議
決

権

ヲ
行
フ

コ

ト

ヲ
得
但
其

代

理
人

ハ
当
会

社

ノ
株
主

タ
ル

コ
ト

ヲ

要

ス

第
弐

拾

九
条

総
会

ニ
於
テ

議
決

シ
タ
ル
事
項

ハ
決

議

録

ニ
記
載

シ
議

長
及
弐

名
以

上

ノ
出

席

株
主
署

名

捺
印

シ

テ

之
ヲ
当

会

社

ニ
保
管

ス

第

五

章

計

算

第

参

拾

条

当
会

社

ハ
一

年
ヲ
二

期

ニ
分

チ
毎

年
五

月

参
拾

壱
日
及

拾

壱
月

参
拾

日

ヲ
決

算

期

卜

ス

但

初
期

ノ
決

算

ニ
限

り

次
期

ノ
決

算

卜
併

合

ス
ル

コ
ト
ヲ
得

第
参

拾
壱

条

毎
決

算

期
間

ニ
於

ケ

ル
総

収
入

金

額
中

ヨ
リ
諸

経
費
及

各

種
消
却

金
等

ヲ
控

除

シ
タ
ル
残
額

ヲ
利

益
金
ト

シ
テ
左

ノ

如

ク
処
分

ス

一

法
定

積

立
金

利

益
金

ノ
百
分

ノ
五
以

上



一

役
員

賞
与

金

同

百

分

ノ
拾
以

内

一

株
主

配
当

金

若
干

前
項

規
定

ノ
外

ニ
特

別

ノ
積

立
ヲ
為

シ
又
ハ

次
期

ヘ
繰

越

ス
コ
ト

ヲ
妨

ケ
ス

第

参
拾
弐

条

利

息

又
ハ
利

益
配

当

金
ノ

支
払

期
日

ヲ

株
主

ニ
通

知

シ
タ
ル
後
参
ヶ

年
内

ニ
支

払

ノ
請
求

ナ

キ
時

ハ
其
配

当

請
求
払

ヲ
失

フ

第

参
拾

参

条

当

会

社

ノ
利

息
又

ハ
利

益
配
当

金

ハ
毎
決

算

払
末

日
最

終
現

在

ノ
株
主

ニ
属

ス

ル
モ

ノ
ト

ス

第

参
拾
四

条

当
会

社

ハ
開

業

ヲ
為

ス

ニ
至

ル
迄
株
式

払
込

金

額
（
資

本

増
加

ニ
依

ル

モ

ノ
ヲ

モ
当

ム
）
ニ
対

シ
年

五

分

ノ
利

息
ヲ

株
主

ニ
配
当

ス

附

則

第

参
拾
五

条

当

会

社
ノ
負

担

ニ
帰

ス
ヘ

キ
創
立

費

ハ
弐

千
円
以

内

卜

ス

第

参
拾

六
条

当

会

社
ノ
発

起

人

ノ
住
所

氏
名

左

ノ
如

シ

東

京

市

日

本

橋

区

兜

町

二

番

地

渋

沢

栄

一

印

東

京

市

本

郷

区

元

町

一

丁

目

五

番

地

中

野

武

営

印

東

京

市

京

橋

区

銀

座

四

丁

目

八

番

地

服

部

金

太

郎

印



東
京
府
荏
原
郡
品
川
町
大
字
北
品
川
宿
二
百
二
十
三
番
地

緒

明

圭

造

印

東

京
市

日
本

橋
区

小

網

町

一

丁

目

十

一

番

地

柿

沼

谷

雄

印

東

京

市

麹

町

区

下

二

番

町

四

十

二

番

地

伊

藤

幹

一

印

東

京

市

日

本

橋

区

浜

町

二

丁

目

十

四

番

地

星

野

錫

印

東

京

市

日

本

橋

区

蠣

殻

町

三
丁

目

二

番

地

市

原

求

印

東
京
府
豊
多
摩
郡
渋
谷
町
大
字
中
渋
谷
三
百

十
五

番

地

竹

田

政

智

印

右
定
款大

正
七

年
八

月
二

十
七

日

作
成

ス

二

改

正

及

び

変

更

第
一

回

大
正

八

年
八

月
二

十
八

日

臨
時

株
主

総
会

に
て

第
五

条

を
左

の
如

く

改
む

「
当
会

社

ノ
資

本
金

ハ
壱
百
万

円

ニ
テ
之

ヲ
二

拾
万

株

ニ
分

チ
壱

株

ノ
金

額
ヲ
金

五

拾
円

卜

ス
」

第

二
回

大

正

九
年
一

月
三

十
日

臨
時

株
主

総
会
に

て

左
の

如
く

改
む



第
三

条

会

会

社
ノ
目

的

ハ
左

ノ
如

シ

一
、

市

街

地

ノ
経
営

二
、

不

動

産

ノ
売
買

賃
貸
及

其

仲
介

三
、

土
木

建
築
工

事

ノ
設

計
及

監
督

四
、

前

各
項

ノ
目

的

ヲ
達

ス

ル
為

ノ
之

レ
ニ
関
聯

セ
ル
諸
般

ノ
事

業
ヲ
営

ミ

又
ハ

是
等

ノ

事
業

ニ
出

資

ス

ル

前

記
四

項

ノ
外

土

地
開

拓

ニ
必
要

ナ

ル
左

ノ
電

気

鉄
道

ノ
敷

設
及

電
灯
電

力
ノ
供

給
ヲ

為

ス
コ

ト

一
、

東

京
府

荏
原

郡
大

井
町

院

線
大
井

町

停
車
場

附

近

ヲ
起

点

ト

シ
同

郡
調

布
村

ニ
到

ル

間

ニ
地
方

鉄
道

ヲ

敷
設

シ
一

般

旅
客

及
貨

物

ノ
運
輸

ヲ
為

ス
コ

卜

二
、

当
会

社
経

営

ノ
市

街

地
域
内

ニ
電

灯
電

力

ノ
供

給
ヲ
為

ス
コ

卜

第
五

条

当

会

社
ノ
資

本

金

ハ
五

百
万
円

ニ

シ
テ

之

レ
ヲ
拾
万

株

ニ
分

チ
壱
株

ヲ
金
五

拾
円

卜

ス

第

六
条

当
会

社
ノ

株
券

ハ
記
名
式

ニ

シ
テ

壱
株
券
、

拾
株

券
及
百

株

券

ノ
三

種

卜

ス

第

三
同

改
正

大
正

十

年
六
月
三

十
日
定

時

株
主
総
会

に

て
左

の

如
く

改
正

す

第
三

条

当

社

ノ
営

業

ノ
目

的
左

ノ
如

シ

一
、

市

街

地

ノ
経

営

二
、

不

動

産

ノ
売

買
賃

貸
及

其
仲
介



三
、

土
木

建

築
工

事

ノ
設

計
請

負
及

監
督

四
、

地
方
鉄

道

法

ニ
拠
リ
電

気
鉄

道

ヲ
敷
設

シ
一

般

旅
客
及

貨
物

ノ
運

輸

五
、

電

灯
電

力

ノ
供

給

六
、

電

気

器

具
機

械

ノ
売

買

貸
付

七
、

前

各
項

ノ
目

的

ヲ
達

ス
ル
為

メ
之

ニ
関

聯

セ
ル
諸

般

ノ
事

業
ヲ
営

ミ
又
ハ

之
等

ノ
事

業

ニ
出

資

ス
ル

コ

卜

第
四

回

大
正

十
二

年
六

月
二

十
七

日
定

時
株

主
総
会

に
て

第
二

条
中
「
東

京
市
」
を「
東
京

府
荏

原
郡

碑
衾
村
」
と

せ

る

は
本

社

の
移
転

に

依
る

第
五

回

大

正

十
五

年
十

月
二

日

臨
時

株
主
総

会
に
て

左

の
如

く
改
正

す

第
五

条

当

会

社

ノ
資

本

ハ
金

参
百
万

円

ニ

シ
テ

之
ヲ
六
万

株

ニ
分

チ
壱

株
ヲ

金
五

拾
円

卜

ス

附

則

大

正

十
五

年
十

月
三

日

ヨ
リ

資

本
減

少

ノ
登
記

ノ
日

ニ
至

ル

迄
ノ
間

ハ
株
式

ノ
名
義

書
換

ヲ
停

止

ス
ル
モ
ノ

ト

ス但
五

株

又

ハ
五

株

ノ

倍
数

ニ
当

ル
株
式

ニ
付
テ

ハ
此
限

ニ
非

ス

第

六
回

昭

和
元

年
十
二

月
廿

八

日
定

時
株

主
総
会

に
て

左

の
如

く
改
正

す

大
正
十

五

年
十

二

月
二

日

臨
時

株
主

総
会

ニ
テ
可

決

セ
ル
定

款

附
則

ヲ
第
三

拾
七
条

ト

シ
其

ノ
但

書

ヲ
左

ノ
通



リ
変
更

ス

但

シ
大

正
十
五

年
十
二

月

十
日

現
在

ノ

株
主

ニ

シ
テ
其

所
有

株
式
中

同

年
十

月
二

日
ノ
当

会

社

臨
時
株

主
総

会

ノ
決

議

ニ
依

リ
資

本
減

少

ノ
為

メ
銷
却

セ
ラ

ル

ヘ
キ
株
式

ヲ
当
会

社

ニ
提

供

シ
タ
ル
者

ノ
所

有
株
式

ニ
付
テ

ハ

此
限

ニ
非

ス

第

七
回

昭
和
二

年
十

月
三

日

臨
時

株

主
総
会

に
て

目

黒
蒲
田

電

鉄

株
式
会

社
へ

合

併
す

る
に
及

び
そ

の
前
提

と

し

て

左
の
変

更

を
な

す

第
五

条

当

会

社

ノ
資

本

ハ
金
壱
百

五

拾
万

円

ニ

サ
テ
之

ヲ
参
万

株

ニ
分

チ

壱
株

ヲ
金
五

拾
円

卜

ス

附
則
（
省
略

す
）

第

二

節

目

黒

蒲

田

電

鉄

株

式

会

社

一
、

創

立

当

初

の

定

款

第

壱

章

総

則

第

壱

条

本
会

社

ハ
目

黒
蒲
田

電

鉄

株
式
会

社

卜
称

ス

第

弐

条

本
会

社

ノ
目
的

ハ
左

ノ
如

シ

一
、

電

気
鉄

道

ヲ
敷

設

シ
旅
客
及

貨

物

ノ
運

輸
ヲ
為

ス
コ

卜

二
、

以

上

ノ
目

的

ヲ

達

ス
ル

ニ
必
要

ナ

ル
附
帯

業
務



第

参

条

本

会

社

ノ
資

本

金

ハ

金

参

百

五

拾
万

円

卜

ス

第

四

条

本
会

社

ハ

本

店

ヲ

東

京

市

ニ
置

ク

第

五

条

本

会

社

ノ
公

告

ハ
東

京

市

ニ

於

テ

発

行

ス

ル

時

事

新

報

ヲ
以

テ

之

ヲ

為

ス

第

弐

章

株

式

第

六

条

株

式

総

数

ヲ

七
万

株

ト

シ
壱

株

ノ

金

額

ヲ

金

五

拾
円

卜

ス

第

七

条

株

券

ハ
記

名

式

卜

ス

第

八

条

万

壱

回

払

込

株

金

額

ハ
壱

株

ニ

付

キ
金

五

円

ト

シ
第

弐

円
以
後
ノ
払
込
ハ
取
締
役
ノ
決
議
ヲ
以
テ
之
ヲ
定

ム

株

金

ノ

払

込

ヲ

怠

リ

タ
ル

株

主

ハ

其

払

込

期

日

ノ

翌

日

ヨ
リ

払

込

当

日

マ

テ

金

壱

百

円

ニ
付

壱

日

金

四

銭

ノ

割

合

ヲ

以

テ

遅

延

利

息

ヲ

支

払

ヒ

且

ツ

其

遅

延

ノ

為

メ

生

シ

タ
ル
一

切

ノ

損

害

ヲ

賠

償

ス

ヘ

キ

モ

ノ

ト

ス

第

九

条

株

主

又

ハ

其

法

定

代

理

人

ハ
其

氏

名

住

所

及

印

鑑

ヲ

屈

出

ツ

ヘ

シ
之

ヲ

変

更

シ

タ
ル

ト

キ

亦

同

シ

外

国

ニ

住
所

ヲ

有

ス

ル
株

主

ハ

日

本

ニ

於

ケ

ル

仮

住

所

又

ハ
代

理

人

ヲ

層

出

ツ

ヘ

シ
之

ヲ
変

更

シ

タ

ル
ト

キ

亦

同

シ

第

拾

条

株

式

名

義

ノ

書

換

又

ハ

株

券

ノ
分

合

若

シ

ク

ハ
再

交

付

ノ

請

求

ヲ

為

ス

モ

ノ

ハ

当

会

社

所

定

ノ

手

続

ヲ

履

ミ

且

ツ

其

費

用

ヲ

支

払

フ

ヘ

シ

第

拾

壱

条

本

会

社

ハ

株

主

綜

会

ノ

終

結

ニ
至

ル

迄

株

式

名

義

ノ
書

換

ヲ

停
止

ス

ル

コ

ト

ヲ

得



第

参

章

株

主

総

会

第

拾

弐

条

定

時

株

主

総

会

ハ

毎

年

六

月

及

拾

弐

月

ノ
両

度

ニ

之

ヲ

招

集

ス

第

拾

参

条

株

主

カ

代

理

人

ヲ

以

テ

其

議

決

権

ヲ

行

ハ

ン
ト

ス

ル

ト

キ

ハ

他

ノ
出

席

株

主

ニ
限

リ

之

ヲ

代

理

人

卜

為

ス

コ

ト

ヲ

得

第

拾

四

条

総

会

ノ

決

議

ハ

法

律

ニ

別

段

ノ

規

定

ア

ル
場

合

ノ

外

出

席

総

主

ノ

議

決

権

ノ

過

半

数

ヲ

以

テ

之

ヲ

為

ス
可

否

同

数

ナ

ル

ト

キ

ハ

議

長

之

ヲ

決

ス

第

拾

五

条

総

会

ノ

議

長

ハ
取

総

役

之

ニ

任

ス
取

締

役

ノ

全

員

事

故

ア

ル

ト

キ

ハ
出

席

総

主

中

ヨ
リ
之
ヲ
選
任
ス

第

拾

六

条

其

日

ノ

議

事

ヲ

終

了

ス

ル

コ

卜

能

ハ

サ

ル
場

合

ニ
限

リ

議

長

ハ

会

議

ヲ

延

長

シ
又

ハ

会

場

ヲ

変

更

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

第

拾

七

条

総

会

ノ
決

議

事

項

ハ

決

議

条

ニ
記

載

シ
議

長

及

出

席

総

主

弐

名

以

上

之

ニ
署

名

ス

ヘ

シ

第

四

章

役

員

第

拾

八

条

役

員

ハ

之

ヲ

左

ノ

如

ク
定

ム

取

締

役

五

名
以

内

監

査

役

参

名

以

内

第

拾

九

条

取

締

役

及

監

査

役

ハ

壱

百

株

以

上

ヲ
所

有

ス

ル
総

主

中

ヨ
リ

之

ヲ

選

任

ス

選

挙

ノ

際

得

票

同

数

ナ

ル

ト

キ

ハ

抽

籤

ヲ
以

テ

之

ヲ

決

ス



第

弐

拾

条

任
期

ハ
其

選

任
取

締

役
ニ
在

リ

テ

ハ
第
六
回

監
査

役

ニ
在

リ

テ
ハ
第
四

回

ノ
定

時

株
主

総
会

終
結

マ
テ

ト

ス

補
欠

選
挙

ニ
依

リ
テ

就
任

シ
タ
ル

モ
ノ

ノ
任

期
ハ

前
任

者

ノ
残

任
期
間

卜

ス

第
弐

拾
壱

条

取
締

役
カ
監

査

役

ニ
供
託

ス

ヘ
キ
株
券

ノ

員
数
ハ

壱
百

株

卜
ス

第
弐

拾
弐

条

取
締

役

ノ
互

選
ヲ
以

テ

社
長
及

専

務
取
締

役
ヲ
置

ク
コ
ト

ヲ
得

社
長

ハ
会

社

ヲ
代

表

ス
社
長
欠

員

ノ

ト

キ
ハ
専

務
取
締

役
会

社

ヲ
代

表

ス

第

弐

拾
参
条

取

締

役
ノ
決

議

ヲ
以

テ
相

談

役
又

ハ
顧
回

ヲ
置

ク
コ

ト
ヲ

得

第
五

章

計

算

第
弐

拾
四

条

本
会

社

ノ
決

算
期

ハ
毎

年
五

月
及

拾
壱

月

ノ
末
日

卜

ス

第
弐

拾
五

条

毎

期

総
益

金

ヨ
リ
営

業
上
一

切
ノ

費
用
及

損
失

ヲ
控
除

シ

タ
ル
残

額

ヲ
純
益

金

ト

シ
之
ヲ
左

ノ

如

ク
処
分

ス

一
、

法
定

積

立
金

百
分

ノ
五
以

上

一
、

別
途
積

立
金

若

干

一
、

役
員
賞

与

金

百

分

ノ
十
以

内

一
、

株

主
配

当

金

若

干

一
、

後

期
繰

越
金

若

干



第
弐

拾
六

条

株
主

配
当

金

ハ
毎

決

算
期

日

ニ
於

ケ
ル
株

主

名
簿

現
在

ノ
株

主

ニ
対

シ
テ

之

ヲ
配
当

ス

第
弐

拾
七

条

本
会

社
ハ
監

督
官

庁

ヨ
リ

敷
設

認
可

ヲ

得

タ
ル
鉄

道

線
路

ノ

全
線
開

業

ヲ
為

ス

ニ
至

ル
迄
ハ

年
五

分
以

内

ノ
利

息
配

当

ヲ
為

ス

コ
ト

ヲ
得

ル

モ
ノ

ト

ス

第
六

章

附

則

第
弐

拾
八

条

本
会

社
ノ
負

担

ニ
帰

ス

ベ

キ
創

立
費
ハ

金
壱

千
円
以

内

卜
ス

第
弐

拾

九
条

発
超

人

ノ

住
所

氏
名

及
其

引
受

ケ

タ
ル
株
式

数

ハ
左

ノ
如

シ

東

京

府

荏

原

郡

入

新

井

町

新

井

宿

千

参

百

参
拾
七
番
地

一
、

壱

百

株

矢

野

恒

太

印

東

京

市

日

本

橋

区

蠣

殻

町

参

丁

目

弐

番

地

一

、

壱

百

株

市

原

求

印

東

京

府

豊

多

摩

郡

渋

谷

町

大

字
下
渋
谷

千
七
百
拾
弐
番

地

一
、

壱

百

株

竹

田

政

智

印

東

京

市

麹

町

区

平

河

町

五

丁

目

弐

拾

六

番

地

一

、

壱

百

株

篠

原

三

千

郎

印

東

京

府

荏

原

郡

品

川

町

大

字

北

品

川

参

百

拾

六

番

地

一

、

壱

百

株

渋

沢

秀

雄

印

東

京

府

豊

多

摩

郡

渋

谷

町

大

字

上

渋

谷

百
参
拾
六
番

地

一

、

壱

百

株

五

島

慶

太

印



一
、

壱

百

株

一
、

壱

百

株

東
京

府
荏

原
郡
品

川
町

大

字
北
品
川

弐
百
弐
拾
参
番
地

緒

明

圭

造

印

東

京

市

麹

町
区

下

二

番

町

四

拾

弐

番

地

伊

藤

欣

二

印

右

定

款

大

正
拾
壱

年

六
月
弐

日

作
成

二
、

改

正

及

び

変

更

第
一

回

一
、

大

正

拾
壱

年

九
月
二

目

創
立
総

会
に

て

第

拾
八

条

を
変
更

し
取

締

役

を

「
六

名
以

内
」

と
す
。

第
二

回

一
、

大
正

十
一

年
十

月
二

日

臨
時

株
主

総
会

に
て

第
弐

拾
弐

条

第
壱
項

改
正
。（
社
長
、

専

務
取

締

役
を

置

く
）

第
二

十
七

条
を

削
除
。

第
三

回

一
、

大
正

十
二

年
五

月

七
日

臨
時

株
主

総
会

に
て

第
弐

条

第
壱

項
第
壱

号

の
次

に
壱

号
を

追

加
し
、

弐

号

を
参

号
に

繰
り

さ
ぐ
。

電

力

供
給

事
業

を
経

営

す
る
こ

と
と

す
。

第
四

条
中

本
社
所

在

地
を

「
東

京
府

荏
原

郡
」

に

改
正
。

第
四

回

一
、

大
正

十
三

年
三

月
一

日

臨
時

株
主

総
会

に
て
、

第

参

条
中
資

本

金
を
五

百
万
円

に

改
正
。

第

六
条

中
「
七
万

株
」
を

「
拾
万

株
」

と

改
正
。

第
四

条

中

「
東

京
市
」

を

「
東

京
府

荏
原
郡

大

崎
町
」

に
改

正

す
。



第

五

回

一
、

大

正
十
四

年

六
月

廿
四

日
定

時

株
事

総
会

に
て

第
二

条
中
「
二
、
電

力
、

電

灯
及

電
熱

ノ

供
給

並

ニ

電

気
機

械
器

具

ノ
販

売
及

貸
付

ヲ
営

ム
コ

卜
」

に
、「
三
、

以

上

ノ
目

的

ヲ
達

ス
ル
ニ

必
要

ナ

ル
附
帯

業
務
」

と

あ

る
を
、
「
三
、
以

上

ノ
目
的

ヲ

達

ス
ル

ニ
必
要

ナ

ル
他

ノ
事

業

ニ
投
資

ス

ル
コ
ト

並

ニ
附

帯

業

務
ヲ
営

ム
コ

卜
」

と

改
正

す
。

第

六
回

一
、

大

正
十
五

年
六

月
廿

九
日

定

時
株

主
総
会

に
て

第

参
条

「
本
会

社

ノ
資

本
金

ハ

金
壱
千

壱
百
万

円

卜
ス
」

第

六
条

「
株
式

総
数

ヲ
弐

拾
弐
万

株
ト

シ
壱

株

ノ
金

額
ヲ

金
五

拾
円

卜

ス
」

右
に

改
正

す
。

第
七

回

一
、

昭
和
二

年
十

月
三

日

臨
時

株
主
総
会

に
て

第

弐

条
第
弐

項

の

次
に

左
の
四

項

を

加
へ

第
参

項

を
第
七

項
に

改
む
。

三
、

住

宅
地

ノ
経
営

並
土

地

家
屋

ノ
賃

貸
及

責
買

ヲ
為

ス
コ

卜

四
、

自
動

車

ニ
依

ル
一

般
運

輸
業

五
、

食

堂
経
営

及
日
用

品

ノ
販
売

六
、

娯

楽
機
関

ノ

経
営

第

参
条

中
資

本
金

を

「
壱
千

参
百

弐

拾
五
万

円
」

と

改
む
。

第

六
条

中

「
弐

拾

六
万

五

千

株
」

と

改
む
。



第
拾
条

の
弐

及

参
を

改
む
。

第
六

章
附
則
以

下

全
部
削

除
す
。

第
八

回

一
、

昭

和
二

年
十
二

月

二
十
八

日

定
時

株
主

総
会

に
て

第
参

条
資

本
金

を

「
壱

千
四

百

七
拾
五
万

円
」

に

改
正
。

第

六

条
株
式

総
数

を

「
弐

拾
九
万

五

千
株
」

に
変

更
。

一
、

同

日

第

参
条

資

本

金
額

を

「
金

壱

千
参
百
弐

拾
五
万

円
」

に

第
六

条

総

株
数

を

「
弐

拾
六
万

五

千
株
」

と

改
む
。

第

九
回

一
、

昭
和
三

年
五

月

廿
三

日

臨

時
株
主

総
会

に
て
、

第
弐

拾
弐

条

に
壱
項

を
加
ふ
。

即

ち

「
取

締

役
ノ
互

選

ヲ
以

テ
常

務
取

締
役
壱

名

ヲ
置

ク
コ
ト
ヲ

得
」

第

十
回

一
、

昭
和

九
年
五

月
二

十
四

日

臨
時

株
主
総

会
に
て

第
四

条

「
本
会

社

ハ
本

店
ヲ
東

京
市

ニ
置

ク
」

第
弐

拾

条

「
任
期

ハ
其

選

任
後
取

締

役

ニ
在

リ

テ

ハ
第
六
回

監
査

役
ニ
在
リ

テ

ハ
第
四

回
ノ
定

時

株

主
総

会
終

結

マ
テ

ト
ス
」

補
欠

選
挙

ニ
依
リ
当

選
就

任

シ
タ
ル

者
ノ

任
期

ハ
前

任

者
ノ
残

任
期
ト

シ
又
増

員
選
挙

ニ
因

ル
当

選

者
ノ

任
期

ハ
他

ノ
同

職

者
ノ
現

任
期

間

卜

ス
」



に

改
正

す
。

第

十
一

回

一
、

昭

和

九
年

六
月

弐

拾
八
日

定

時

株
主
総

会
に
て

第
参

条
中

資

本
金

額

「
壱
千

七
百

拾
万

円
」

に
、

第

六
条

中
総

株
数

「
参
拾
四
万

弐
千

株
」

に

改
正

第

十
二

回

一
、

昭
和
十

一

年
十

二

月
二

十
四

日
定

時

株
主
総

会
に
て

「
第
弐

拾
弐

条

取

締

役
ノ
互

選
ヲ
以

テ

社
長
、

専

務
取

締

役
、

常

務

取
締

役
各

壱

名
ヲ
置

ク
コ

ト
ヲ

得
」

と

改
正
。

第

十
三

回

一
、

昭
和

十
二

年
六

月
二

十
五

日

定

時
株
主

総
会

に
て

第
五

条
中

「
時
事
新

報
」

と

あ
る

を

「
中

外
商

業
新

報
」

と

改
正

す
。

第

弐

拾
弐

条
中

「
社
長
、

専
務
取

締

役
各

壱

名
及
常

務

取
締

役
若
干

名
」

と

改
正
。

第

十
四

回

一
、

昭

和
十
二

年

九
月

六
日

臨
時

株
主
総

会

に
て

第

参
条
中

資

本
金

を

「
参
千
万

円
」

に

第
六

条
中

総

株
数

を

「
六
拾
万

株
」

に

改
正
。

第

十
五

回

一
、

昭

和
十
四

年

六
月
二

十

六
日

定

時
株

主
総
会

に
て

「
第

弐

条

本
会

社

ノ
目

的

ハ
左

ノ

如

シ

一
、

鉄

道
ヲ
敷

設

シ
旅
客
及
貨

物

ノ
運

輸
ヲ

為

ス
コ

卜

二
、

電
気

ノ

供
給

並
電

気
機

械
器

具

ノ
販

売
及

貸
付

ヲ
為

ス
コ

卜



三
、

住

宅
地

ノ
経
営
、

土
地

家
屋

ノ
賃

貸
及

売

買

並
土

地
家
屋

ヲ

抵
当

卜

ス
ル
金
銭

貸
付

ヲ
為

ス

四
、

自
動

車

ニ
依

ル
一

般
運
輸

業

ヲ
営

ム
コ

卜

五
、

食
堂

ノ
経
営

ヲ

為

ス
コ

卜

六
、

物
品
陳

列
販

売

業

（
デ

パ
ー

ト

メ

ン
卜

ス
ト
ア
）

輸
出

入
業
、

卸
売
業
、

写

真

業
、

薬

品
、

売

薬
、

化

粧
品

並
売
薬

部
外

品

ノ
製

造
販
売

又

ハ
請
売

販
売

業
、

度

量
衡

器

並
計

量
器

ノ

販

売

業
、

清

涼
飲

料
水

ノ
製

造
販
売

業
及
以

上

ノ
業
務

ニ
附
随

ス
ル
製

造
工

業
ヲ
営

ム
コ

卜

七
、

営

業
診

療
所

ノ
経

営

ヲ
為

ス

コ
卜

八
、

娯

楽
機
関

ノ

経
営

ヲ
為

ス
コ

卜

九
、

砂
利

ノ

採
集
及

販
売

ヲ

為

ス
コ

卜

十
、

以

上

ノ
目

的

ヲ
達

ス
ル

ニ
必
要

ナ

ル
他

ノ
事

業

ニ
投

資

ス

ル
コ
卜

並
ニ
附
帯

業

務

ヲ
営

ム
コ

と

改
正

す

第

参
条

中
資

本

金

「
七

千
弐
百

五

拾
万
円
」

に

第

六
条

中
総

株
数

「
百
四

拾
五
万

株
」

に

第
八

条
中

「
取

締

役
九
名
以

内
」



に

改
正

す

第

十
六

回

一
、

昭
和

十
四

年
十

月
十

六
日

臨
時
株

主
総

会
に
て

商

号

を

「
東
京

横
浜

電

鉄
株

式
会

社
」

と

改
称
す

第

十
七

回

一
、

昭
和

十
四

年
十
二

月

廿

六
日
定

時

株
主

総
会
に

て

新
商

法
に

依

る
改
正

を
な

す
。

現

行

定

款

第
一

章

総

則

第

一

条

本

会

社
ハ
東

京

横
浜

電

鉄
株
式

会

社

卜
称

ス

第

二

条

本

会

社
ノ
目

的

ハ
左

ノ
如

シ

一
、

鉄
道

ヲ
敷

設

シ
旅
客

及
貨

物

ノ
運

輸
ヲ

為

ス
コ

卜

二
、

電
気

ノ

供
給

並
電
気

機

械
器

具

ノ
販
売

及

貸
付

ヲ
為

ス
コ

卜

三
、

住
宅

地
ノ
経

営

土
地

家
屋

ノ
賃

貸
及

売
買

並

土
地

家
屋

ヲ

抵
当

卜
ス
ル

金
銭

貸
付

ヲ
為
ス

コ
ト

四
、

自

動
車

ニ
依

ル
一

般
運

輸
業

ヲ
営

ム
コ

卜

五
、

食
堂

ノ
経

営

ヲ
為

ス
コ

卜

六
、

物
品
陳
列

販

売

業

（
デ

パ
ー

ト
メ

ン
ト
・

ス

ト
ア
）

輸
出

入
業
、

卸
売
業
、

写

真
業
、

薬

品
、

売
薬
、

化

粧

品

並
売
薬

部
外

品

ノ
製

造
販

売
又

ハ
請
売
販

売

業
、

度

量
衡

器

並
計

量
器

ノ
販

売
業
、

清

涼
飲

料
水

ノ

製

造

販
売

業
及
以

上

ノ

業
務

ニ
附
随

ス
ル
製

造
工

業
ヲ
営

ム
コ

卜



七
、

営

業

診

療

所

ノ

経

営

ヲ

為

ス

コ

卜

八
、

娯

楽

機

関

ノ
経

営

ヲ

為

ス

コ

卜

九
、

砂

利

ノ

採

集

及

販

売

ヲ

為

ス

コ

卜

十
、

以

上

ノ
目

的

ヲ

達

ス

ル

ニ

必

要

ナ

ル
他

ノ

事

業

ニ
投

資

ス

ル

コ

卜

並

ニ

附

帯

業

務

ヲ

営

ム
コ

卜

第

三

条

本

会

社

ノ
資

本

金

ハ

金

七

千

弐

百

五

拾

万

円

卜

ス

第

四

条

本

会

社

ハ

本

店

ヲ

東

京

市

ニ
置

ク

第

五

条

本

会

社

ノ

公

告

ハ

東

京

市

ニ
於

テ

発

行

ス

ル

中

外

商

業

新

報

ヲ

以

テ

之

ヲ
為

ス

第

二

章

株

式

第

六

条

本

会

社

ノ

株

式

総

数

ハ

百

四

拾

五

万

株

ト

シ
壱

株

ノ

金

額

ヲ

金

五

拾

円

卜

ス

第

七

条

本

会

社

ノ

株

券

ハ

記

名

式

ト

シ
壱

株

券
、

拾

株

券
、

五

拾

株

券
、

及

百

株

券

ノ

四

種

卜

ス

第

八

条

第

弐

回

以

後

ノ

株

金

払

込

ノ

時

期
、

方

法
、

金

額

等

ハ

取

締

役

ノ

決

議

ヲ

以

テ

之

ヲ

定

ム

株

金

ノ

払

込

ヲ

怠

リ

タ

ル

株

主

ハ

其

ノ

払

込

期

日

ノ

翌

日

ヨ
リ

払

込

当

日

マ
テ

金

壱

百

円

ニ

付

壱

日

金

四

銭

ノ

割

合

ヲ

以

テ

遅

延

利

子

ヲ

支

払

ヒ

且

ツ

其

ノ
遅
延

ノ

為

メ

生

シ

タ

ル
一

切

ノ

損

害

ヲ

賠

償

ス

ヘ

キ

モ

ノ

ト

ス

第

九

条

株

主

カ

株

券

ノ

呈

示

ヲ

為

サ

ス

シ
テ

所

有

株

式

中

ノ

一

部

ノ

払

込

ヲ

為

サ

ム

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

其

ノ

払

込

ム

ヘ

キ

株

券

ヲ

指

定

ス

ル

コ

ト

ヲ
要

ス

其

ノ

指

定

ヲ

為

サ

サ

ル

ト

キ

ハ

本

会

社

ニ

於

テ

適

宜

其

ノ

払

込



ヲ

充

当

ス

ヘ

キ

株

券

ヲ

指

定

ス

第

十

条

株

主

又

ハ

其

ノ

法

定

代

理

人

ハ

其

ノ

氏

名

住

所

及

印

鑑

ヲ

届

出

ツ

ヘ

シ
之

ヲ
変

更

シ

タ

ル

ト

キ

亦

同

シ

外

国

ニ
住

所

ヲ

有

ス

ル

株

主

ハ

日

本

ニ

於

ケ

ル

仮

住

所

又

ハ

代

理

人

ヲ

届

出

ツ

ヘ

シ
之

ヲ

変

更

シ

タ

ル

ト

キ

亦

同

シ

前

二

項

ノ

規

定

ハ
質

権

登

録

ノ

場

合

ノ

質

権

者

ニ
之

ヲ

準

用

ス

第

十

二

条

株

券

ノ

裏

書

ニ

依

リ

株

式

ヲ

取

得

シ

タ

ル

場

合

ニ

於

テ

名

義

書

換

ヲ

請

求

ス

ル

者

ハ

本

会

社

所

定

ノ

請

求

書

ニ

被

裏

書

人

記

名

捺

印

シ
株

券

ヲ

添

へ

テ

提

出

ス

ヘ

シ

裏

書

以

外

ノ

方

法

ニ
因

リ

株

式

ヲ

取

得

シ

タ
ル

場

合

ニ

於

テ

名

義

書

換

ヲ

請

求

ス

ル

者

ハ

本

会

社

所

定

ノ

請

求

書

ニ
双

方

連
署

ノ

上

株

券

ヲ

添

ヘ

テ

提

出

ス

ヘ

シ

相

続

遺

贈

又

ハ

法

律

上

ノ

手

続

ニ
因

リ

株

式

ヲ
取

得

シ

タ

ル
者

名

義

書

換

ヲ

請

求

ス

ル
場

合

ニ

ハ
本

会

社

所

定

ノ

請

求

書

ニ
其

ノ

取

得

ヲ

証

ス

ヘ

キ

書

類

及

株

券

ヲ

添

ヘ
テ

提

出

ス

ヘ

シ

前

項

ノ

規

定

ハ

氏

名

変

更
、

商

号

変

更

其

ノ

他

之

ニ
準

ス

ル

場

合

ニ

之

ヲ

準

用

ス

第

十

二

条

株

券

ノ

毀

損

又

ハ

種

類

変

更

ノ

為

メ

新

株

券

ノ

交

付

ヲ

受

ケ

ム

ト

ス

ル

者

ハ

本

会

社

所

定

ノ

請

求

書

旧

株

券

ヲ

添

ヘ
テ

提

出

ス

ヘ

シ

株

券

ヲ

喪

失

シ

タ

ル
為

メ

新

株

券

ノ

交

付

ヲ

受

ケ

ム
ト

ス

ル

者

ハ

本

会

社

所

定

ノ

請

求

書

ニ

除

権

判

決

ノ

正



本

又

ハ

謄

本

ヲ

添

ヘ

テ

提

出

ス

ヘ

シ

第

十

三

条

株

式

ヲ

質

権

ノ

目

的

卜
為

シ

タ

ル

場

合

ニ

於

テ

質

権

ノ

登

録

又

ハ

其

ノ

抹

消

ヲ

請

求

ス

ル

者

ハ

本

会

社

所

定

ノ

請

求

書

ニ

株

券

ヲ

添

ヘ
テ

提

出

ス

ヘ

シ

第

十

四

条

株

券

ノ

再

交

付

ヲ

請

求

ス

ル

者

ハ

株

券

壱

枚

ニ
付

金

五

拾

銭
、

名

義

書

換
、

質

権

登

録

並

ニ

抹

消

共

ノ

他

株

主

名

簿

ノ
更

正

ヲ

請

求

ス

作
者

ハ

株

券

壱

枚

ニ

付

金

拾

銭

ヲ

手

数

料

ト

シ
テ

本

会

社

ニ

支

払

フ

ヘ

第

十

五

条

本

会

社

ハ

株

主

総

会

前

参

拾

日

以

内

ノ

期

間

ニ

於

テ

当

該

株

主

総

会

ノ

終

結

ニ
至

ル

迄

株

式

名

義

ノ

書

換
、

質

権

登

録

並

ニ
其

ノ

抹

消

ヲ

停

止

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

第

三

章

株

主

総

会

第

十

六

条

本

会

社

ノ

定

時

株

主

総

会

ハ

毎

年

六

月

及

拾

弐

月

之

ヲ

招

集

ス

第

十

七

条

株

主

カ

代

理

人

ヲ
以

テ

其

ノ

議

決

権

ヲ

行

ハ

ン

ト

ス

ル

ト

キ

ハ

他

ノ

出

席

株

主

ニ

限

リ

之

ヲ

代

理

人

卜
為

ス

コ

ト

ヲ

得

第

十

八

条

株

主

総

会

ノ

決

議

ハ

法

律

ニ
別

段

ノ
規

定

ア

ル
場

合

ノ

外

出

席

株

主

ノ

議

決

権

ノ

過

半

数

ヲ
以

テ

之

ヲ
決

ス
可

否

同

数

ナ

ル

ト

キ

ハ
議

長

之

ヲ

決

ス

第

十

九

条

株

主

総

会

ノ

議

長

ハ

取

締

役

之

ニ

任

ス
取

締

役

ノ

全

員

事

故

ア

ル

ト

キ

ハ
出

席

株

主

中

ヨ
リ

之

ヲ

選

任

ス



第

二

十

条

株

主
総

会

ノ
議

長

ハ
其

ノ
日

ノ
議

事
ヲ

終
了

ス

ル
コ

卜
能

ハ

サ

ル
場

合

ニ
限

リ
株

主
総
会

ノ
決
議

ヲ
以

テ
会

議
ヲ

延

長

シ
又

ハ
会

場

ヲ
変

更

ス
ル

コ
ト
ヲ

得

第
二

十
一

条

株

主
総

会

ノ
議

事
ハ

之
ヲ
議

事
録

ニ
記

載

シ
議

長

並

ニ
出

席

シ
タ
ル
取
締

役
及

監

査

役
之

ニ
署

名

ス

ヘ

シ

第
四

章

役

員

第

二

十
二

条

本
会

社

ノ
役
員

ハ

之
ヲ
左

ノ
如

ク
定

ム

取
締

役

九
名
以

内

監
査

役

参
名
以

内

第

二

十
三

条

取
締

役

ノ
互

選

ヲ
以

テ
取

締

役
社

長
、

専
務

取
締

役
各
壱

名
及

常

務
取

締

役
若
干

名

ヲ
置

ク
コ
ト

ヲ
得

取

締

役
社
長

ハ
会

社

ヲ
代

表

ス

第

二

十
四

条

取
締

役
及

監

査
役

ノ
任
期

ハ
其

ノ
選

任

後
取
締
役

ニ
在
リ

テ

ハ
第
六
回

監

査

役

ニ
在

リ

テ

ハ
第
四

回

ノ
定

時

株
主
総

会

終
結

マ
テ
ト

ス

補

欠

選
挙

ニ
依

リ
当

選
就

任

シ
タ

ル
者
ノ
任

期

ハ
前
任

者
ノ
残

任
期

ト

シ
又

増
員

選
挙

ニ
因

ル
当

選

者

ノ

任

期

ハ
条

ノ
同

職

者

ノ
現

任
期
間

ト

ス

第
二

十
五

条

取
締
役

及

監
査

役

ハ
株
主

総
会

ニ
於
テ
本
会

社
ノ

株
式
五

百

株
以

上

ヲ
所
有

ス
ル
株

主
中

ヨ
リ

之



ヲ
選

任

ス
選
挙

ノ
際
得

票
同

数

ナ

ル
ト

キ
ハ
抽
籤

ヲ
以

テ
之

ヲ
決

ス

第

二

十
六
条

取

締

役
ハ

在
任
中

共

ノ
所

有

ニ
係

ル
本
会

社

ノ
株
式
五

百

株
ヲ

監
査

役

ニ
供
託

ス

ヘ

シ
但

シ
此
ノ

株
式

ハ
退

任

ス

ル
モ
株

主
総
会

ニ
於
テ
其

ノ
在

任
中

取

扱

ヒ

タ
ル
事
務

ノ
承
認

ア
リ

タ
ル
後

ニ
非
サ

レ
ハ
之

ヲ
返

付

セ
ス

第
二

十
七
条

本
会

社

ノ
取
締

役
ハ
同
種

ノ
営

業

ヲ
目
的

卜

ス
ル
他

ノ
会

社

ノ
取
締

役

ニ
就
任

ス
ル

コ
ト
ヲ
妨
ケ
ス

第
二

十
八

条

取
締

役

ノ
決
議

ヲ
以

夕
相

談
役

又
ハ
顧

問

ヲ
置

ク
コ

ト
ヲ

得

第
五

章

計

算

第
二

十

九
条

本
会

社

ノ
決

算

期

ハ
毎
年
五

月
及

拾
壱

月

ノ
末

日

卜

ス

第

三

十

条

毎
期

総

益
金

ヨ
リ
営

業
上
一

切
ノ

費
用
及

損
失

ヲ

控
除

シ
タ
ル
残

額
ヲ
純

益

金

ト
シ

之

ヲ
左

ノ
如

ク
処

分

ス

一
、

法
定

積

立
金

百
分

ノ
五
以

上

一
、

別

途
積

立
金

若

干

一
、

役
員
賞
与

金

百

分

ノ

拾
以

内

一
、

株
主
配

当

金

若

干

一
、

後
期

繰
越

金

若

干

第
三

十
一

条

株

主
配
当

金

ハ
毎
決

算

期
末

日

ニ
於

ケ
ル
株

主
名

簿
現

在

ノ
株

主
又

ハ
株
式

ノ
質

権

者

ニ
之

ヲ
配



当

ス
新

ニ
払
込

ミ

タ
ル
株

金

ニ
対

ス
ル
配
当

金

ハ
払
込

期
日

ノ
翌

日

ヨ
リ
計

算

ス

第
三

十
二

条

株

主

又
ハ
株

式
ノ

質

権

者
カ
本
会

社

ニ
於
テ

配
当

金
支

払
通

知
発

送
後
満
五

ヶ

年
間

其

ノ
請

求

ヲ

為

サ
サ

ル
ト

キ
ハ
右
配

当

金

ハ
本
会

社

ノ
取
得

ニ
帰

ス
ル

モ
ノ

ト

ス

第

三

節

旧

東

京

横

浜

電

鉄

株

式

会

社

一
、

武
蔵

電
気

鉄
道
株

式
会

社
定
款

第
壱

章

総

則

第

壱

条

当
会

社
ハ
武

蔵
電

気

鉄
道

株
式

会
社

卜
称

シ
本

店

ヲ
東

京
市

ニ
置

ク

第

弐

条

当
会

社
ハ
東

京

府
豊

多
摩

郡

渋
谷
村

字

広
尾
町

天

現
寺

橋
ヲ

起

点

ト

シ
荏

原
郡

目
黒

村
、

碑

袋
村

池

上
村
、

調

布
村
、

神
奈
川

県
橘

樹

郡
中

原
村
、

旭

村
、

子

安
村
、

横
浜

市
字
平

沼

ヲ
経

テ
官

設

鉄

道
平

沼

停
車

場

ニ

達

ス
ル
ヲ
本

線

ト

シ
又

荏
原

郡
調

布
村

字
下

沼

部

ヨ
リ
分

岐

シ
池

上
村
、

蒲

田

村
ヲ

経

テ
官

設
鉄

道
蒲

田

停
車

場

ニ
達

ス

ル
ヲ
第
壱

支
線

ト

シ
鉄

道

ヲ
敷

設

シ
テ

運

輸
事

業
ヲ

営

ム
ヲ

目

的

卜

ス

第

参

条

当

会

社
ノ
資

本

金
総

額

ハ
金

参
百
五

拾
万

円

卜

ス

第

四

条

当

会

社

ノ
存

立
時
期

ハ
設

立
ノ
日

ヨ
リ

満
五

拾

ケ
年

ト

ス

第

五

条

当

会

社

ノ
公

告

ハ
所
轄

登
記

所

ノ
公

告
ヲ

為

ス
新
聞

紙

ニ
之
ヲ
掲
載

ス

第
弐

章

株

式

第

六

条

当

会

社

ノ
株
式

ハ
七
万

株

ト

シ
壱

株

ノ
金

額
ヲ

金
五

拾
円

卜
ス



第

七

条

当

会

社

ノ

株

券

ハ
記

名

式

ト

シ
壱

株

券
、

拾

株

券
、

五

拾

株

券

ノ

参

種

卜

ス

第

八

条

株

式

ノ

譲

渡

ニ
因

リ

名

義

ノ

書

換

ヲ

請

求

ス

ル

モ

ノ

ハ

当

会

社

所

定

ノ

書

式

ニ
依

リ

双

方

連

署

ノ

書

面

ニ
其

株

券

ヲ

添

へ

テ

差

出

ス

ヘ

シ

相

続

遺

贈

又

ハ

法

律

上

ノ

手

続

ニ
因

ル

株
式

取

得

ノ

名

義

書

換

ヲ

請

求

ス

ル

モ

ノ

ハ

当

会

社

所

定

ノ

書

式

ニ

依

リ

且

ツ

其

取

得

ヲ

証

ス

ヘ

キ

書

面

ニ
其

株

券

ヲ

添

へ

テ

差

出

ス

ヘ

シ

本

条

ノ
場

合

ニ
於

ケ

ル

名

義

書

換

ノ

手

数

料

ハ

株

券

壱

枚

ニ

付

金

五

銭

卜

ス

第

九

条

株

券

ノ

毀

損

又

ハ

分

合

ノ

為

メ

新

株

券

ノ

交

付

ヲ

請

求

ス

ル

モ

ノ

ハ

当

会

社

所

定

ノ
書

式

ニ

依

リ

其

株

券

ヲ

添

へ

テ

差
出

ス

ヘ

シ

株

券

ノ

喪

失

ニ
因

リ

再

発

行

ヲ

請

求

ス

ル

モ

ノ

ハ

当

会

社

所

定

ノ

書

式

ニ
依

リ

其

請

求

ヲ

ナ

ス

ヘ

シ
会

社

ハ

其

事

実

ノ

証

明

ヲ

得

タ

ル

後

其

旨

ヲ

請

求

者

ノ

費

用

ヲ

以

テ

参

日

以

上

公

告

シ
尚

参

拾

日

ヲ

経

テ

他

ヨ

リ

故

障

ノ

申

出

ナ

キ

ト

キ

ノ
外

新

株

券

ヲ

交

付

セ

ス

本

条

ノ

場

合

ニ

於

ケ

ル
再

発

行

ノ

手

数

料

ハ

株

券

壱

枚

ニ

付

金

拾

銭

卜

ス

第

拾

条

株

主

ハ

条

所

及

印

鑑

ヲ

当

会

社

ニ
届

置

ク

ヘ

シ
氏
名

住

所

又

ハ

印

鑑

変

更

ノ

場

合

ニ

於

テ

亦

同

シ

外

国

居

住

ノ

株

主

ハ

日

本

国

内

ニ

仮

住

所

又

ハ

代

理

人

ヲ

定

メ

当

会

社

ニ
届

置

ク

ヘ

シ
其

変

更

ア

リ

タ
ル

ト

キ

モ
亦

同

シ

第

拾

壱

条

毎

計

算

期

最

終

日

ノ

翌

日

ヨ
リ

其

期

ノ

定

時

総

会

ヲ

終

ル

マ

テ

株

式

ノ

名

義

書

換

ヲ

停

止

ス



第

参

章

総

会

第

拾

弐

条

当

会

社

ノ

定

時

総

会

ハ

毎

年

五

月
、

拾

壱

月

ノ
両

度

ニ
之

ヲ

招

集

ス

第

拾

参

条

株

主

総

会

ノ

議

事

ハ

法

律

ニ
反

対

ノ

規

定

ア

ル

場

合

ノ
外

出

席

シ

タ

ル

株

主

ノ

議

決

権

ノ

過

半

数

ヲ

以

テ

之

ヲ

決

ス

第

拾

四

条

株

主

総

会

ノ

会

長

ハ

社

長

之

ニ

任

ス

社

長

事

故

ア

ル

ト

キ

ハ

他

ノ

取

締

役

之

ヲ

代

理

ス

第

拾

五

条

株

主

ハ

代

理

人

ヲ

以

テ

其

議

決

権

ヲ

行

条

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

ヘ

シ

ト

雖

モ

株

主

ニ
ア

ラ

ナ

ル

モ

ノ

ヲ

以

テ
代

理

人

ト

ナ

ス

コ

ト

ヲ

得

ス

第

拾

六

条

株

主

総

会

ノ

議

事

ハ
其

要

領

ヲ

記

録

シ
会

長

及

出

席

株

主

弐

名

以

上

之

ニ
連
署

シ
テ

会

社

ニ
備

置

ク

ヘ

シ

第
四

章

役

員

第

拾

七

条

当

会

社

ノ

役
員

ハ
左

ノ

如

シ

取

締

役

五

名

以

上

八

名

以

内

監

査

役

弐

名

以

上

四

名

以

内

取

締

役

ノ
互

選

ヲ

以

テ

社

長

壱

名

常

務

取

締

役

壱

名

ヲ

置

ク

第

拾

八

条

取

締

役

及

監

査

役

ハ

株

主

総

会

ニ
於

テ

当

会

社

株

式

壱

百

株

以

上

ヲ

所

有

ス

ル

株

主

中

ヨ
リ

之

ヲ

選

任

ス

得

票

同

数

ナ

ル

ト

キ

ハ

抽

籤

ヲ

以

テ

之

ヲ

決

ス



第

拾

九

条

役

員

ノ

任

期

ハ

取

締

役

参

ヶ

年

監

査

役
壱

ヶ

年

卜

ス

第

弐

拾

条

取

締

役

カ
其

任

期

中

監

査

役

ニ
供

託

ス

ヘ

キ

株

数

ハ
壱

百

株

ト

ス

第

弐

拾

壱

条

社

長

ハ
会

社

ヲ

代

表

シ
定

款

及

取

締

役

会

ノ

決

議

ニ

某

キ
会

社

全

般

ノ

業

務

ヲ

統

理

ス

第

弐

拾

弐

条

常

務

取

締

役

ハ

社

長

ヲ

補

佐

シ
常

務

ニ

従

事

ス

第

弐

拾

参

条

役

員

中

欠

員

ヲ

生

シ

タ

ル

ト

キ

ハ

臨

時

株

主

総

会

ヲ

開

キ

補

欠

選

挙

ヲ

為

ス
其

補

欠

員

ノ

任

期

ハ

前

任

者

ノ

残

期

卜

ス

但

法

定

ノ

員

数

ヲ
欠

カ

ス
現

任

者

ニ

於

テ

事

務

ニ
差

支

ナ

シ

ト
認

ム
ル

ト

キ

ハ

次

ノ

改

選

期

マ

テ

補

欠

選

挙

ヲ

延

期

ス

ル

コ

ト

ヲ

得

第

五

章

計

算

第

弐

拾

四

条

当

会

社

ノ

計

算

期

ハ

毎

六

ヶ

月

ト

シ
壱

ヶ

年

ヲ

五

月

ヨ

リ

拾

月

マ

テ

拾

壱

月

ヨ

リ

四

月

マ
テ

ノ

弐

回

ト

ス

第

弐

拾

五

条

毎

計

算

期

間

ニ
生

シ

タ

ル
総

収

入

金

ヨ

リ

諸

説
、

営

業

上

一

切

ノ

経

費

及

損

失

ヲ

控

除

シ

タ

ル

残

額

ヲ

以

テ

利

益

金

ト

シ
左

ノ

順

序

ニ

従

ヒ
分

配

ス

一
、

準

備

積

立

金

利

益

金

百

分

ノ

五

以

上

十

以

内

二
、

役

員

賞

与

金

同

百

分

ノ

五

以

上

十

以

内

三
、

株

主

配

当

金

但

計

算

ノ

都

合

ニ

ヨ

リ

別

途

積

立

金

又

ハ

後

期

ニ
繰

越

金

ヲ

為

ス

コ

ト

ヲ

得



第
弐

拾

六
条

株

主

配
当

金

ハ
各
計

算

期
末

日
最

終

ノ
株

主
ニ
之
ヲ

配
当

ス

附

則

第
弐

拾

七
条

株
金

払
込

ノ
時

期
、

方
法
、

金

額
等

ハ
取

締

役
会

ノ
決
議

ヲ
以

テ

之
ヲ
定

ム

第
弐

拾
八

条

株
金

ノ

払
込

ヲ
怠
リ

タ
ル

株
主

ニ
ハ
其

払
込

期
限

ノ
翌

日

ヨ
リ

払
込

ヲ

為

シ

タ
ル
当

日

又
ハ
失

権

株

式
競

落
当

日

ニ
至

ル

迄
金
百
円

ニ
付

壱

日
金
四

銭

ノ

割
合

ノ
延
滞

利

息
及

ヒ
為

メ

ニ
生

ス
ル
費
用

ヲ
賠

償

セ

シ
ム

第
弐

拾

九
条

当

会

社

ハ
第
壱

回

株
金

払
込

ノ

翌
日

ヨ
リ
営

業
開

始

ノ
日

マ
テ

株
式

払
込

金

額

ニ
対

シ
壱

ヶ

年
百

分

ノ
五

ノ
利

息

ヲ
配
当

ス

ル
コ

ト
ヲ

得

第

参

拾

条

当

会

社

ノ
負

担

ニ
帰

ス
ヘ

キ
設

立
費

用

ハ
金
壱
万

五

千
円

ヲ
以

テ
限

度

卜
ス

右
作

成
候

也

明

治
四

拾
弐

年
拾

月
弐

拾
五

日

発

起

人

岡

田

治

衛

武

印

賀

田

金

三

郎

印

有

久

勝

平

印

根

津

嘉

一

郎

印

有

地

品

之

允

印

宮

部

襄

印

佐

竹

作

太

郎

印

高

木

豊

三

印

野

田

豁

通

印

村

井

貞

雄

印

恒

松

隆

慶

印

佐

分

利

一

嗣

印



広

沢

金

次

郎

印

小

野

金

六

印

改

野

耕

三

印

小

山

田

信

蔵

印

本

間

嘉

輔

印

松

尾

清

次

郎

印

田

中

重

次

郎

印

渡

辺

福

三

郎

印

湯

川

忠

顕

印

池

田

与

一

印

横

山

一

平

印

藤

金

作

印

下

条

正

雄

印

佐

々

木

幸

見

印

小

野

治

太

郎

印

外

三

十

八

名

以

上

の
定
款

中
明

治
四

十
三

年

六

月
二
十

二

日

の
創

立
総
会
に

て

左

の
如
く

補
足

改
正

を

行
ひ
、

こ

ゝ
に

基
礎

が
築
か

れ
た

の
で

あ
る
。

第

拾
壱

条
に

左

の
一

項
を
補

足

す
。

「
臨
時

総
会

ノ
場

合

ニ
於

テ
ハ
一

週

間
以

前

ヨ
リ

其
総

会
ヲ

終

ル

マ
テ
株

式
ノ

名
義

書
換

ヲ
停

止

ス
」

第

十
七

条
中

「
取

締

役
五

名
以

上
八

名
以

内
」

を

「
取

締

役
七
名
以

内
」

と

「
監
査

役
二

名
以

上
四

名
以

内
」

を

「
監

査
役
四

名
以

内
」

と

改
む

（
二
）

改

正

変

更

年

次

イ
、

武

蔵

電

鉄

時

代



制
定
（
仮
定

款
）
…
…
…
…
明

治
三

十

九
年
十
一

月

十
日

第
一

回
右

改
訂
…
…
…
…
明

治
四

十

年
三

月

十
日

第

二
回

右

改
訂
…
…
…
…
明

治
四

十
二

年
十

月
二
十

五

日

第
三

回

補

足
変

更
し

確
定

す
…
…
…
…
明

治
四

十
三

年
六

月
二
十

二

日

（
創

立
総
会

に
て
）

第
四

回

変
更
…
…
…
…
明

治
四

十
四

年
七

月
三

日

（
臨
時

株
主
総

会
に

て
通

過

線

路
関

係
）

第
五

回
変
更
…
…
…
…
明

治
四

十
五

年
四

月

二
十

九
日

（
臨
時

株

主
総
会
に

て
）

通

過

線
路

関
係

第

六
回

変

更
…
…
…
……
明

治
四

十
五

年
五

月
二

十
八

日

（
定

時
株

主
総
会

に
て
）

附

帯
事

業
及

び

役
員

任
期
に

就

き

第

七
回

変
更
…
…
…
…
大
正

元

年
八

月
十
五

日

（
臨

時
株

主
総
会

に
て
）

線
路

関

係

第
八

回

変

更
…
…
…
…
大
正

元

年
十
一

月
二

十
八

日

（
定

時
株

主
総

会
に
て
）

資

本
増

加

の
件

第
九

回

変

更
…
…
…
…
大
正
三

年
十
一

月
三

十

日

（
定

時

株
主
総

会
に

て
）

通
過

線
路

地
点
に

就

き

第

十
回

変

更

…
…
……
大

正
四

年
七

月
八

日

（
臨
時

株
主
総

会
に

て
）

軽
便

鉄
道

の
文

字
加

入
の
件

綰

十
一

回

変
更

及

削
除
…
…
…
…
大

正
四

年

十
二
月

二

十
七

日

（
臨
時
株

主
総

会
に
て
）

資

本
金

減

額

其
他

第

十
二

回
変

更
及

削

除
…
…
…
…
大

正
六

年
五

月

七
日

（
臨
時

株
主
総

会
に
て
）

軽
便
鉄

道
に
目

的

を
変
更

第

十
三

回

改
正

及

削
除
…
…
…
…
大

正

六

年
五

月
三

十
一

日

（
定

時

株

主
総

会

に
て
）

資

本

増
減
及

び
公

告

掲
示

の

新
聞

指
定

等

第

十
四

回

改
正
…
…
…
…
大
正

六
年

七
月

十
七

日

（
臨

時
株

主
総
会

に
て
）

附
帯

事
業

に
関
し

追

加

の
件



第

十
五

回
変

更
…
…
…
…

大
正

六

年
十
一

月
三

十

日

（
定

時

株
主
総

会
に
て
）

軽
便

鉄
道

を
廃

止
し

鉄
道
と

す
其

他

第

十
六

回
修

正

…
…
大
正
八

年
十
二

月
二

十
一

日

（
臨
時

株
主

総
会
に
て
）

岡
田

治
衛

武
氏

等

の
経
営

を
引

受

け
男

爵
郷

誠

之
助
氏
、

渡
辺

勝
三

郎
氏

等

が
経
営

す

る
に
当

り

必
要

上
修
正

せ

る

も
の
に
し
て

武
蔵
電

鉄
更

正
第
一

期
に
入

り
し

時

な
り
。

第

十

七
回
変

更
及

削
除
…
…
…
…
大
正

十
一

年
七

月
十

日

（
定

時
株

主
総
会

に
て
）

線
路
関

係

ロ
、

旧

東

横

電

鉄

時

代

第

十
八

回

改
正
…
…
…
…
大
正

十
三

年
十

月
二

十
五

日

（
臨
時
株

主
総
会

に
て
）

武

蔵
電

鉄

を
東

京
横
浜

電

鉄
株

式

会

社
と

改
称
し
、

矢
野

恒
太
氏

社
長

に
、

五

島
慶
太

氏

専
務
取

締

役
に
就

任
し
、

新

鋭

の
意
気

を
以

て

邁

進

経
営

す

る
に
当

り

必
要

上

改
正
す
。

即

ち

わ

が
東
京

横
浜
電

鉄
株

式
会

社

の
定

款

基

礎
は
こ

こ
に

於
て

確
定

す
。

第

十

九
回
変

更
…
…
…
…
昭

和
二

年
六

月
二

十

九
日

（
定

時
株

主
総
会

に
て
）

資

本

金
増

加

（
壱
干

百
万

円

と

す
）

第
二

十

回
変

更
…
…
…
…
昭

和
二

年
十
二

月
二

十
八

日

（
定

時

株
主

総
会
に
て
）

自
動

車
に

依
る
一

般
運

輸
業
及

食

堂
経

営
に

付
営

業

の
目

的
変
更

す
。

第
二

十
一

回

改
正

…

…
……
昭
和
三

年
五

月
二

十
三

日

（
臨
時

株
主
総

会
に
て
）

第
二

十
一

条
取

締

役
の
互

選
を
以

て

常

務
取

締

役
一

名

を
置

く
。

第
二

十
二

回
変

更
…
…
…
…
昭
和

九
年
六

月
二

十
八

日

（
定
時

株

主
総
会
に
て
）

百
貨

店
経

営
に

付
営

業
の
目

的
変



更

増
加

第

二

十
三

回

変

更
…
…
…
…
昭
和

十
一

年
六
月
二

十

六
日

（
定

時

株
主
総
会

に
て
）

事

業

の
目

的
即

ち

「
電
気

鉄

道

ヲ

敷
設

シ
」

を

「
鉄
道

ヲ
敷

設

シ
」

に

変
更
。

資
本

金

額
の

増
加

（
壱
千
五

百
万

円

と

す
）

第
二

十
四

回

変

更
…
…
…
…
昭

和
十
一

年
十
一

月
十
四

日

（
臨
時

株
主

総
会
）

資

本
金

額

の
増

加
（
参

千
万

円

と

す
）

第
二

十
五

回

改
正
…
…
…
…
昭
和

十
一

年

十
二

月
二

十
四

日

（
定

時
株

主
総

会
に
て
）

社
長
、

専
務

取
締

役
、

常
務

取
締

役
を
置

く

に
つ

き

改
正

す
。

第
二

十
五

回

改
正
…
…
…
…
昭
和

十
二

年
三

月
二

十
四

日

（
臨
時

株
主
総

会
に
て
）

会

社
公
告

掲
載

の
新

聞

た
り
し

時
事
新

報

社
閉

社
に
つ

き
中
外

商
業

新
報

に
変

更

の
た

め
。

社
長
、

専

務
取

締

役
、

常
務

取
締

役
各
一

名

と

あ
る

を
社
長
、

専
務

取
締

役
各
一

名
、

常

務
取

締

役
若
干

名

に

変
更

の
た

め
。

第
二

十
六
回

変
更
…
…
…
…
昭

和
十
二

年
六
月
二

十
五

日

（
定

時

株
主

総
会
に
て
）

資

本
金

増
加

（
参

千
万

円

を
四

千
弐
百

五

拾
万

円

と

す
）

第
二

十

七
回
変

更
…
…
…
…
昭

和
十
二

年

十
二

月
二

十
四

日

（
定

時
株

主
総
会

に
て
）
「
取

締

役
八

名
以

内
」
と

あ
る

を

「
取

締

役
九
名
以

内
」

と

改

め
し

に

つ

き
。



東 横 電 鉄 役 員 異 動 表



第

二

章

役

員

第

一

節

異

動

一
、

田
園
都
市
株
式
会

社

創
立
以
来
足
掛
け
十
年
間
に
異
動
し
た
当
社
役
員
を
見
る
に
、

取
締
役
に

於
て
延
員
十
一

名
（
内
社
長
三
名
、

専
務
取
締
役
一

名
）

監
査

役
に

於
て

延
員
七
名
で
そ
の
詳
細
は
別
表
の
如
く
で

あ
る
。

二
、

目
黒
蒲
田
電
鉄
株
式
会
社

当
社
役
員
の
異
動
交
迭
数
は
会

社
創
立
よ
り
昭
和
十
四

年
末
ま
で
取
締
役
三
十
名

（
内
社
長
四
名
、

専
務
取
締

役
二
名
、

常
務
取
締
役
四

名
）

監
査
役
十
名
で
そ
の
詳
細
は
別
表
に
示
し
て
あ
る
。

武
蔵
電

鉄
を
傘
下
に
収
め
、

東
横
電
鉄
と
改
称
後
の
当
社
代
表
者
は
東
横
電
鉄
の
代
表
者
を
も
兼
ね
、

他
の
役
員

も
大
体
両
社
兼

務
を
以
て
推

移
し
て
来
た
。

三
、

旧
東
京
横
浜
電
鉄
株
式
会
社

武
蔵
電
鉄
時
代
か
ら
昭
和
十
四
年
末
に
至
る
迄
の
当

社
役
員
の
異
動
中
取
締
役
六
十
一
名
（
内
会
長
二
名
、

社

長
五
名
、

専
務
取
締
役
三

名
、

常
務
取
締
役
十
一
名
）

監
査
役
十
八
名
に
及
ん
で

詳
細
は
別
表
の
如
く
で

あ
る
。



田

園

都

市

株

式

会

社

役

員

移

動

表

目

蒲

電

鉄

役

員

異

動

表





旧

東

横

電

鉄

役

員

異

動

表













第

二

節

新

東

横

電

鉄

役

員

目
蒲
、

東
横
両
社
が
合
併
し
、

東
京
横
浜
電
鉄
株
式
会
社
と
商
談

が
変
更
さ
れ
た
時
の
役
員
は
取
締
役
九
名
、

監
査
役
三
名
で

あ
っ
た
が
、

昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
三
日
、

社
員
中
か
ら
新
に
五

名
の
取
締
役
が
選
任
せ
ら
れ

現
在
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
末
）

役
員
は
左
の
通
り
で

あ
る
。

取

締

役

社

長

五

島

慶

太

専

務

取

締

役

篠

原

三

千

郎

常

務

取

締

役

丹

羽

武

朝

常

務

取

締

役

小

宮

次

郎

常

務

取

締

役

山

本

知

太

郎

取

締

役

中

川

正

左

取

締

役

緒

明

太

郎

取

締

役

武

鶴

次

郎

取

締

役

伍

堂

卓

雄

取

締

役

小

林

清

雄

取

締

役

立

花

栄

吉

取

締

役

鈴

木

幸

七

取

締

役

三

宮

四

郎



取

締

役

尾

川

武

夫

常

任

監

査

役

渋

沢

秀

雄

監

査

役

石

川

善

太

郎

監

査

役

渡

辺

利

二

郎

第

三

節

略

歴

田

園
都
市
会

社
及
目

蒲
、

東

横
両

社

役
員

の
履

歴
記
載

は
、

前

任

者
中

の
会

社
代

表
者
に

と

ど

め
る
こ
と

と
し

た

が
、

渋
沢

子

爵
だ

け
は

本

沿

革
史

を
飾

る

の
光

栄
た

る
を

思
ひ

特
に

頁
を

汚

さ
し

て

い
た
だ

き
、

松
浦

由
太
郎

氏

も
生

前
の

労
苦

に
酬

ゆ
る
為

め
附

記
し

て

を
く

こ
と

と
し
、

尚

現

在

役
員

諸
氏

に
就
て

は
簡

略
な

が
ら
他

日

の

為

め
全
部

網
羅

す
る

事
と

し

た
。

一
、
現

役

員

取

締

役

社

長

五

島

慶

太

氏

氏

は
明

治

十
五

年
四

月
十
八

日
、

長

野
県

小

県
郡
青

木
村

の
百

姓
小

林
菊

右
衛
門

の
二

男
に

生

れ
、

絶
家

た
り

し
五

島

家
を
再

興

す
る
為

め
改

姓
す
。

県

立

松
本
中

卒
校

卒
業

後
、

上

京
し
、

高

等
師

範
学

校
を
経
て

東

京
帝

国

大
学

法

科
、

政

治
科

を

卒
業
し

た
の

が
明

治
四

十
四

年
で

あ
っ

た
。

農

商
務

省
を

振
り
出

し
に

官

途
に

着

い
た
の

が
明

治
四

十
四

年
七

月
で
、

同

年
十
一

月
に

は

文
官

高
等
試

験
に



合
格
し
、

間

も
な
く
大

正
二

年
五

月
に

鉄

道
院
に

転

じ
た
。

在
職

五

年
に
し

て
、

監
督

局
総

務
課

長
に

進
ん

だ
の

が
大
正
八

年
一

月
で

あ
っ

た
。

当

時

わ

が
東
京

横
浜
電

鉄

株

式
会

社

の
前
身

た
り
し

武
蔵
電

気

鉄
道

株
式
会

社

が

経

営

者
に
適

材

な

き
た

め
瀕
死

の
状
態

に

陥
っ

て

居

た
苦

境
を
見
、

氏

は

心
に

決
す

る
所

あ
り
、

時

の
鉄

道

次
官

石

丸
重

美
氏

の

推
輓
に

依
り

郷
男

爵

の
懇

望
を

容
れ

退
官
し
、

社
長

た
り
し

同

氏

の
傘
下

に
身

を
投

じ
、

常
務
取

締

役
と

し
て

就

任
し

た
の

が
、

実

に

大
正

九

年
五

月
で

あ
っ

た
。

爾

来
二

十

有
余

年
、

わ

が
東
横
電

鉄

を
し
て

今

日

の

大
を

な
す
に

至
ら

し

め
た

惨
憺

た
る

苦

行
の
跡

は
、

筆
舌
で

は
尽

せ

ぬ

も
の

が
あ
る
。

会

社
沿

革
史

の

全
編

悉
く

氏

が
奮
闘
と

努

力
の

あ
と

を
語

る

も
の
と

云
ふ

べ

き
で

あ
る
。

専

務

取

締

役

篠

原

三

千

郎

氏

氏

は
明

治
十

九
年
三

月

十
六
日
、

岐
阜

県
恵

那

郡
東
野

村
に

生
れ
、

旧

姓
鈴

木
を
捨
て

篠

原

家
を

相
続
し
て

改

姓
す
。

明

治
四

十
四

年
七

月
、

東

京
帝

国

大
学

独
法

科

を

卒
業
す

る

や
、

数

年

間
逓

信
省
に

在

任
し

た

が
、

退
官

と
同

時
に

時
計
王

の
称

を
以

て

知
ら

れ
た

服
部

金
太
郎

氏

経
営

の
同

店
に

入
り
、

大
正

六

年
三

月
、

服
部

貿
易

株

式
会

社

社
長
に

就

任
、

且
つ

株

式
会

社
服

部
時

計
店

の

取

締
役
と

な
っ

た
。

大

正

九
年
か

ら
同

十

年
に

亘
り

海
外

を

視
察
し

帰
朝
、

大

正
十

年
六
月
に
田

園

都
市

株
式
会

社
取

締
役

に
、

同

年

九
月
、

目

黒

蒲
田

電

鉄

株
式

会

社
の

設

立
せ
ら

る

ゝ

や
取

締

役
に
就

任
し

た
。

氏

が
電
鉄
界

へ

乗
り
出

し

だ

の
は
、

此
時

を
以

て

始

め
と

す
る
。

其

後
東

京
横
浜

電

鉄
株
式

会

社

が
目

黒
蒲
田



電

鉄

株
式
会

社
と

姉

妹
関

係
を

結

ぶ
に
当

り
、

そ
の
取

締

役
に

就

任
し

た

の

が
大
正

十
三

年
十

月
で

あ
っ

た
。

昭

和
三

年
五

月
に
及

び
、

右
両

社

の
常

務
取
締

役
に

就

任
す

る

や
、

穏
健
質

実
、

よ

く

専
務

取
締

役
た

り
し
五

島

慶
太

氏
と

相
呼

応
し
、

社
員

部
下

の
統
御

宜
し

き

を
得
、

且
つ

幾

多

の
迂

余
曲

折
の

間
に

あ
っ

て

些

も
動

ず
る

こ
と

な
く

実
に

今

日
の

基
礎

を

築
き

上

げ

た
功
績

者
の
一

人

と

し
て

忘

る
べ

か
ら

ざ
る

特

殊
の

存
在
人

物
で

あ
る
。

昭

和
十
四

年
十

月
、

目

蒲
、

東
横
両

社
の

併

合
す
る

や

専
務
取

締

役
に
昇

進
し

今

日
に

至

る
。

常

務

取

締

役

丹

羽

武

朝

氏

氏
は
明

治

十
八

年

九
月
十
八

日
、

佐

賀
県

士
族

丹
羽

竜

之
介

の
長
男

と
し

て

生
れ
、

明

治
四

十
四

年
七

月
、

東

京
帝

図
大

学

独
法
科

を

卒
業
、

文
官

高
等

試

験
に

合

格
し
、

鉄

道
院

副
参

事
、

参
事
官
、

鉄

道
書

記
官
、

大
臣
官

房

人

事
課

長
、

名

古
屋
鉄

道
局

長

等

を
経
、

昭
和
四

年
七
月
、

鉄

道
省

監
督

局
長

に

任

ぜ
ら

る
。

昭

和
六

年
十
二

月
、

退
官

と
共

に

わ

が
目

蒲
、

東

横
両

電

鉄
株

式
会

社
の
監

査

役
に

選
任

せ
ら

れ
た

の

が
、

民

間

交
通
業
へ

進
む

始

め
で

あ
っ

た
。

鉄

道

省

の
高
官

と
し
て

多
年

体
験

せ
ら

れ

た
交

通
運
輸

事

業
中
、

特

に
自

動
車

業
に

対
し
て

は

全

力

を
傾

注
し
、

現
在

常

務
取

締

役
と
し
て

繁
忙

な
る
重

職
に

居
ら

れ

る
。

常

務

取

締

役

小

宮

次

郎

氏

氏

は

佐
々
木

加

太
郎

の
次
男

に
し

て
明

治

十
三

年
十
一

月

二
十
三

日
、

福
岡

県
京

都
郡

行
橋

町
に

生
れ
、

後
、



小
宮

親

文
の
養
子

と

な
る
。

明

治
三

十
八

年
七
月
、

東

京
帝
国

大
学
工

科

大
学

を

卒
業
し
、

更
に

大
学

院
に

籍
を

置

く

こ
と
一

ヶ

年
に
し
て

退

学
し
、

土
佐
電

気
鉄

道
会

社
及

び
伊
那

電
車

軌
道
会

社
の

建
設

に
従

事
す
。

同
四

十

三

年
四

月
、

鉄

道
院

に
奉

職
し
、

碓

氷
峠

の
電

化
工

事
に

従
事
し
、

同
四

十
五

年
五

月
、

工

事
完

成

す
る

や
直
ち

に

同
所

新
設

の
横
川
電

気

事
務
所

長
と

な
る
。

後

東

京
鉄
道

管
理
局

電
気

課
電

力

掛
主

任
、

工

作
課

電

力
掛

長
を

経
、

大
正
五

年
五

月
、

鉄

道

事
業
研

究
の

為

め
一

ヶ

年
間

米
国
へ

留
学

す
。

帰
朝

後
、

鉄

道
院
工

作
局

電
気

課
に

勤
務
し

鉄

道
運

輸
規

程
改
正

調
査

員
、電

化
調

査
委

員
、
監
察
委

員
、
官

房

臨

時
水

力
電
気

課
兼

務
等

を
命

ぜ
ら

る
。

同

十
年

六
月
、

名

古
屋

鉄
道
局

電
気

課
長
、

同

十
二

年
二

月
、

東

京
鉄
道

局
電
気

課

長

を
命

ぜ
ら

れ
、

同

年

九

月
、

臨
時

震
災

救
護

事
務

局
事

務
官

（
兼

務
）

を

被
仰
付
、

同

年
十
一

月
、

鉄

道
省

電
気

局
電

力
課

長
、

同

十
三

年

十
二

月
、電
気

局
電

化
課

長
兼

務
を

命

ぜ
ら
る
。

同

十
五

年
十
一

月
退

官
し
、

翌

十
二

月
、

目

蒲
、

東
横
両

社
に

奉

職
し

爾

来
技

師
長
と

し
て
両

社
の

取
締

役
、

或
は

監
査

役
に

就
任
し

更
に

進
ん
で

常

務
取
締

役
と

な
り

今
日
に

及

ぶ
。

常

務

取

締

役

山

本

知

太

郎

氏

氏
は
明

治

十
五

年
四

月
二

十
四

日
、

埼
玉

県
浦

和
に

生

れ
、

明

治
三

十
八

年

東
京

高
等
商

業

卒
業

後
、

三

井

銀

行
、

服

部

時
計
店

等
に

勤

務
し
、

昭

和
三

年
五

月
、

目

黒

蒲
田

電

鉄

株
式
会

社
に

入
社
し

た
。

昭
和

九
年
、

東

横
百

貨
店

の
新

設
せ

ら
る

ゝ
や
、

営

業
部
長

に

抜
擢
せ

ら
れ
、

精
励

恪
勤
、

年
を

追
ふ
て

業

績



の

向

上
を
見

る

に
及

び
、

そ

の

功
を
認

め
ら

れ
、

昭
和
十
一

年
十
二

月
、

取

締

役
に

選

任
せ
ら

る

ゝ
に
至
っ

た
。

延

い
て

昭

和
十
三

年
二

月
、

常

務
取

締

役
に
昇

進
し
、

今
日

に
及

ぶ
。

取

締

役

中

川

正

左

氏

氏

は

明

治
十
四

年
十

月
三

日
、

奈
良

県
士

族
中
川

行
保

の
二
男

に

生

れ
、

明

治
三

十
八

年
七

月
、

東

京
帝
国

大

学

独

法
科

を

卒
業

後
、

直
ち

に
官

界
に

投

じ
、

大
正

七

年
十

月
、

鉄

道

院
運

輸
局

長
、

大
正

十

二

年

九
月
に

は

鉄

道

次
官

に

進
ん
だ
。

退

官

後
は
東

京

地
下

鉄
道

株
式
会

社
副

社
長

に

就

任
し
、

後
、

目

黒
蒲
田

電

鉄
株

式
会

社
及

び
東

京

横
浜

電
鉄

株

式
会

社

取
締

役
に

選

任
せ
ら

れ
、

は
じ

め
て

わ

が
会

社
と

縁
を
結

ぶ
に

至
っ

た

の

が
昭

和
四

年
六

月
で

あ
っ

た
。

昭

和
十
一

年

十

月
二

十
二

日
に

は
東
横

電

鉄
統
制
下

に

あ
っ

た

玉
川

電

鉄

の
取
締

役
に

就

任
し
、

昭

和
十
四

年

十

月

に

は
目
蒲
、

東

横
両

社

の
併

合
せ

ら

る

ゝ
に

当
や
、

新
た

に
取

締

役
に

選

任
せ
ら

れ
た
。

取

締

役

緒

明

太

郎

氏

田

園

都
市

創

設
以

来
、

渋
沢

子

爵

の
信
任

特
に

厚
く
、

目

黒

蒲
田

電
鉄
、

東

京
横
浜

電

鉄
両

社
に

隠

然
た
る

勢

力

を
有
し

て

ゐ
た

緒
明

圭

造
翁

の
功
績

に

対
し
て

は
、

稿
を
別

に

す
べ

き
で

あ
っ

た

が
、

機

を

得

ず
物
故

せ
ら

れ



た

の
は

惜
し

み
て

も
余
り

あ

る

が
、

そ

の
嗣
子

と
し
て

明

治
三

十

年
六

月

七
日
、

東

京
に
生

れ
た

の

が
、

現
取

締

役
緒
明

太
郎

氏
で

あ
る
。

氏

は
大

正
十

年
三

月
、

慶

応
義

塾
を

卒
業

後
、

常

に
家

事
に

従
ひ
多

忙

極
ま
る

父
君

を

援

助
し
つ

ゝ
あ
っ

た

が
、

昭
和
十
三

年
四

月

六

日
、

そ

の
歿
せ

ら
る

ゝ
や
、

家

督
を

相
続
す

る
と

共
に

故
人

の

後

を

承

け
、

わ

が
社
の
取

締

役
に

就
任
し

た

の
で

あ
る
。

取

締

役

武

鶴

次

郎

氏

氏

は
明

治
二

十
二

年
六

月
六

日
宮

城
県

に

生
れ
、

大
正
四

年
、

東

京
帝
国

大
学

法
科

を

卒
業
、

同

六

年
、

武
和

三

郎

の
養
子

と

な
り
、

昭

和
八

年
、

家
督

を
相

続
せ

ら
れ

た
。

昭

和
十
四

年
十
月

十
六

日
、

わ

が
社

の
取
締

役
に

当
選

就

任
。

尚
、

外

に
品

川

製
作
所

社
長
、

東

洋
電

機
製

造
、

大

山
鋼

索
鉄

道
、

伊
勢

原
自

動
車

各
株
式

会

社
及

び
多
数

の
取

締

役
、

或

は
監

査

役
と
し
て

実

業

界

に
活

躍
せ

ら

れ
つ
つ

あ

る
。

取

締

役

伍

堂

卓

雄

氏

氏

は
明

治
十

年

九
月
二

十
三

日
、

石

川

県
士

族
伍

堂
卓
爾

の

長
男

と
し
て

生

れ
、

明

治
三

十
四

年
六
月
、

東

京

帝
国

大

学

造
兵
科

を

卒
業
、

直
ち

に
海

軍
中

技
士

に

任
ぜ
ら

れ
、

累

進
し
て

大
正
十
五

年
、

海
軍

造
兵
中

将
に

任

ぜ
ら
る
。
其

の
間
、
呉

海
軍
工

廠

砲
熕
部

長
、

広
島

支

廠
航

空
機
部

長
、
呉

海
軍
工

廠
製

鋼
部

長
を

経
て
、
十
三

年

六



月
、

呉

海
軍
工

廠
長

に

補
せ

ら

る
。

海
軍

在
官

中
欧

米
に

出
張

す
る
こ

と

前

後
四

同
、

海

軍

兵
器

の
改

良
完

成
に

努

め
、

斯

界

の
権

威

者
と
し
て

よ

く

世
の

知

る
処
で

あ
る
。

昭

和
三

年
、

聘
せ

ら

れ
て

満

鉄
に

入
り
、

満
鉄

理

事
、

昭

和

製
鋼
所

願

長
と
し

て

昭

和
十

二

年
に
及

ぶ
、

其

の
間
、

昭
和
五

年
八

月
、

工

学
博

士

の
学
位

を
受

け
、

欧

米

に
出

張

す

る
こ
と

二

回
、

同

年
二

月
、

商
工

大

臣
兼

鉄

道
大
臣

に

任

ぜ
ら
れ
、

同

年
五

月

に

は
貴

族
院

議
員

に

勅

選

せ

ら
れ

た
。

同

年
六

月
、

大
臣

を
退

い
た

が
、

昭
和
十
四

年
八

月
に

は
再

び
内

閣

に
列
し
、

農

林
大

臣
兼

商
工

大
臣
に

任

ぜ
ら

れ
、

同

年
十

月
、

商
工

大
に

と
し

て

専

任
尽

瘁

せ
ら

れ

た
。

昭

和
十
五

年
一

月
退
官

後

現
在

に
及

ぶ
。

氏

が
旧

目

黒

蒲
田

電

鉄
株

式
会

社

の
取
締

役

に
就

任
せ

ら
れ

た

の
は

昭
和
十
三

年
六

月
で

あ
っ

た

が
、

同

年

十

二

月
に

は
旧

東

京
横
浜

電

鉄

株
式
会

社

の
取

締

役
と
し
て

関

係

を

も
た
る

る
に
至
っ

た
。

取

締

役

小

林

清

雄

氏

氏

は
明

治
十

七

年
十
一

月

十
日
、

山
口

県
徳

山
市

に

生
れ
、

明

治
四

十

年
三

月
、

慶

応
義

塾

大
学
予

科

を
修
了
、

大
正
四

年
十

月
、

鉄

道
院
中

部
管

理

局
に

奉

職
し
、

昭

和
六

年
六

月
、

鉄

道

省
事

務
官

に

任
ぜ
ら

る

る
と
共

に
辞

し
、

わ

が
社
の

傍
系

た
る

東
横

乗

合
自

動
車

株
式
会

社
に
入

社
し
、

昭
和

六

年
十
一

月
に

は
旧

東

横
電

鉄
研

究
課

長

心
得

を
命

ぜ
ら

れ
、

同

年
十
二

月
、

開

発
課

の
設

け

ら
れ

る

や
、

同

課
長

心
得
兼

務

を
命

ぜ
ら

れ
た
。

延

い
て

昭

和

九
年
六

月
、

開
発

課

長

を
、

同

年

九
月
、

自

動

車
課
長

兼

務
を

命

ぜ
ら

れ
、

昭
和
十
三

年
十
一

月
、

部

制

の
置
か

る

る
や

総
務

部
長

兼
同

部
兼

業
課

長
に

進
み
、

昭

和
十
五

年
四

月
、

支
配

人
に

栄

転
し

た
。

こ

の
間



ま

た
幾

多

の
傍

係
会

社
の

役
員

を
兼

ね
、

細
密

な
る
頭

脳

を
以
て

よ

く
業

務
を

処
理

統
制

し

来
り
、

昭

和
十

六
年

十
二

月
、

取

締

役
に
選

任
せ

ら
れ

た
。

註
、

同

氏

は

取
締

役
に

就

任
後
間

も

な
き
昭

和
十

七

年
二

月
十

六
日
、

惜
し

く

も
病

の
為

め
急
逝
し

た

事
を

追

記

し
て

置

く
。

取

締

役

立

花

栄

吉

氏

氏

は
宮

崎
県
人

片
桐

久
米
吉

の
長
男

と
し

て

明

治
廿

年
十
月

十
一

日
出

生
、

同

卅
三

年
、

立
花

家
を

継

ぎ

改
姓

し

た
。

明

治
四

十

一

年
、

鉄
道

省
教

習
所

卒
業
、

同
四

十
二

年
十
月
、

鉄

道
院

仙
台

運
輸

事

務
所

勤

務
と

な
り
、

昭
和
二

年
三

月
、

鉄

道

省
事

務
官
に

累

進
し
、

同

年
五

月
、

官

を
辞

し
て
旧

東
横
電

鉄
運

輸
課
長

に

就

任
し

た
。

以

来
同

会

社

の
傍
系

会

社
た
る

東

京
観
光

自
動

車
取

締

役
社
長
、

東

京

タ
ク

シ
ー
取

締

役
、

江

ノ

島
電

鉄
常

務
取

締

役
、（
後
社
長

に

就
任
）
東

横
運

送
取

締
役

社
長

等
を
兼

任
、
昭
和
十
三

年
十

一

月
、

旧

東

横
電

鉄
運

輸
部

長

に
昇

任
し

た
。

そ

の
後
更

に
、

東
京

タ
ク

シ
ー
取

締

役
社
長
、

神

中
鉄

道
取
締

役
、

ジ
ャ

パ

ン
モ

ー

タ
ー
取

締

役
社

長
、

相
模
鉄

道
取
締

役
等

に

就

任
。

昭

和
十

六
年

十
月
、

東

横
電

鉄
自
動

車
部

長

を

も
兼

任
し
、

同

時

に
東

京
府

貨
物

自

動
車

事
業
組

合
理
事

と

な
る

等
、

繁
劇

な
る

社
務

を
鞅

掌
し
つ

ゝ
よ

く
東

横
社

業
の
実

績
培

養

の
た

め

奮
闘
し
、

同

年
十

二

月
に
は

取
締

役
に

選

任
せ

ら
れ
た
。



取

締

役

鈴

木

幸

七

氏

氏
は
明

治

卅
一

年
十

二
月

十
二

日
、

栃

木
県
下

都

賀
郡

絹
村

に
生

れ
、

大
正
五

年
十

月
、

岩
倉

鉄

道
学

校
を

卒

へ
、

同

年
十
一

月
、

鉄

道
院

に
奉

職
し

た
。

大
正

九
年
六
月
、

武

蔵
電

鉄
に

入

社
し

た

が
同

社

の

建
設

事

業

も
一

時

停
頓
せ

る
折

柄
、

目
蒲

電

鉄
に

転
じ

た

の
が
大

正
十

二

年
一

月
で

あ
っ

た
。

此
間
、

中
央

大
学

法
学

科
に

籍

を
置

き
大
正

十
二

年
三

月

卒
業
、

同

年
十

月
、

旧

東

横
電

鉄
工

務
課

勤

務
と

な

り

精
励

恪

勤
、

大

正
十
四

年
二

月
に

は
同

課
設

計

係
長
と

な
り
、

同

十
五

年
四

月
、

技

師
に

任

命
せ

ら
れ

た
。

昭

和

六

年
十
一

月
、

工

務
課
長

に
昇

格
し
、

同

十

二

年
十
一

月
、

部

制

の
定

め
ら

る

ゝ
や
工

務
部
長

に
昇

進
し

た
。

旧

東

横
電

鉄

の
不

振
不
況

時
代

よ
り

よ

く
そ

の

任
を
守

り

来
っ

た
堅
忍

努

力

の
あ
と

は
報

い
ら

れ
、

昭

和
十

六

年
十

二

月
、

取
締

役
に

選

任
せ
ら

る

ゝ
に
至
っ

た
。

取

締

役

三

宮

四

郎

氏

氏

は
明

治
三

十

年

九
月
十
四

日
、

大

分

県
直
入

郡

竹
田
町

に

生

れ
、

大
正
十

一

年
三

月
、

慶
応

義
塾

大
学

理

財

科
を

卒
業

後
同

年
十

月
、

田

園

都
市

株
式

会

社
に
入

社
、

会

計
課

勤

務
を

命

ぜ
ら

れ
た
。

大
正

十
一

年

九
月
、

目

黒
蒲
田
電

鉄
株

式
会

社
の

創

立
せ
ら

る

ゝ
や
、

翌
十

二

年
二

月
、

同

社
経

理
課

勤
務
と

な
り
、

昭

和
四

年
十
一

月

に

至
や
会

計
課
長

に
昇

進
し
、

同

十
三

年

十
一

月
、

部
制

の
定

め
ら

る

る
に
及

び
経
理
部

長
兼

財
務
課
長

の
要

職



に
つ

き
、

次
で

同

年
十
二

月
、

交
通

統
制
研

究
委

員
会

委
員

を

命

ぜ
ら

れ

た
。

目

蒲
東

横
両

社

合
併

後
生

来
の
謹

巌
誠

実

な
る

人

格
は

そ
の
手

腕

力
量
と

相

俟
て

認

め
ら

れ
、

昭

和
十

六
年

十
二

月
、

取
締

役
に

栄
進
し

た
。

取

締

役

尾

川

武

夫

氏

氏

は
明

治
三

十

年
十
一

月
三

日
、

広

島
県

賀
茂

郡
原
村

に

生
れ
、

大
正

十
一

年
、

慶

応
義

塾

大
学

理

財
科
を

卒

業
、

直
ち

に

広
島

歩
兵
第

十
一

聯

隊
に
入

隊
、

同

十
三

年
、

除
隊

し
て
玉

川

電
気

鉄

道
株

式
会

社
に

入

社
し
、

昭

和
五

年
、

庶

務

課
長
、

同

八

年
、

電

灯
課
長

に
昇

進
し

た

が
、

昭

和
十
二

年
七

月
、

支
那

事
変

勃
発

す

る
や
、

勇

躍
征

途
に

就
き
、

征
戦
二

年
、

大
陸

の
野
に

武
勲

を

残
し

て
帰

還
し

た
。

此
間
、

玉
川

電

鉄
は
旧

東

横
電

鉄
に

合

併
実

施
せ

ら
れ
、

帰

還

後
の

昭
和
十
四

年
六
月
、

玉

電
時
代

に

於
け

る
氏

の
多

年

の
勤

勉
努

力
の

あ
と

が
認

め
ら

れ
て

総

務
部

次
長
兼

庶

務
課
長

に

抜
擢

さ
れ
た
。

昭
和
十
五

年
四

月
に

は
総

務
部

長
兼

庶

務
課
長
、

同

年
十

月
、

東

横
教

習
所

講
師

と

な
り
、

精
励

恪
勤
、

遂

に

昭
和
十

六

年
十
二

月
取

締

役
に
栄

進
し

た
。

常

任

監

査

役

渋

沢

秀

雄

氏

氏

は
明

治
二

十
五

年
十

月
五

日
、

故
渋
沢

子

爵
の
四

男

と
し
て

生

れ
、

大
正

六

年
三

月
、

東

京
帝

国
大
学

払

法

科

を

卒
業
後
、

子

爵

が
主

脳
と

な
り

経
営

に
着
手

し

た
田

園
都

市
株

式
会

社

の
嘱

を
受

け
、

大
正
八

年
八

月
、

欧

米

に

於
け

る
田

園

都
市

視
察

の
途
に
上
っ

た
。



帰

朝

後
は
同

社
の

取
締

役
に

就

任
し
、

新

知
識
に

依

る
田

園

都
市

経
営

を
実

施
し
て

克
く

そ
の

功

を
納
む

る

を

得
た
。

目

黒
蒲
田

電

鉄
株

式
会

社
の

設

立
せ
ら

る

る
や
、

取
締

役
に

就

任
し
、

大
正

十
三

年

十
月

に

は
姉

妹
会

社

と

な
っ

た
旧

東
京

横
浜

電

鉄
株

式
会

社
の

取
締

役
に

も
選

任
せ

ら
れ
、

昭
和
三

年
五

月

に
は
両

社

の
監

査

役
に
転

じ
、

社
務
愈

多
忙

を

極
む

る
に

至

る
や
、

昭

和
四

年
十
二

月
以

降

は
常

任
監

査
役
と

し
て

尽

瘁

せ
ら

る
る

事
と

な

り
今

日
に

及

ん
で

ゐ
る
。

氏

の
履

歴

を
見

る
に
、

殆
ん

ど
東
横
、

目

蒲
両

電
鉄
会

社

が
中

心

を
な
し

て

ゐ

る

事
は
、

五

島
社
長
、

篠
原

専

務
と

軌
を
同

じ

う
し
て

ゐ

る
だ

け
、

当

社
に
と

り
重

要

な
人

物
と

し
て

特

記
し
て

お

く
。

監

査

役

石

川

善

太

郎

氏

氏

は
文

久
三

年
七

月

廿
一

日
、

島

根
県
大

原

郡
大
東
町

に

生

れ
、

明

治
三

十
五

年
、

第
一

生
命
保

険
相
互

会

社

に

入
り
、

曩

に

副

支
配

人
で

あ
っ

た
。

大

正
十
一

年
九
月
二

日
、

目

黒
蒲
田

電
鉄

株
式
会

社

監
査

役
に

就
任
し
、

昭

和
十
四

年
十
月

十
五

日
、

東
京

横

浜

電
鉄

株
式
会

社
と
合

併
し

称
号

変
更

と
共

に
、

引
続

き
今

日
に

及

ぶ
。

監

査

役

渡

辺

利

二

郎

氏

氏

は
明

治
二

十

年
七

月
十
一

日
、

渡
辺

福
三

郎

の
二

男
と

し
て

横
浜

市

に

生
れ
、

大
正
三

年
、

東
京
帝

国

大
学

経
済

科

を
卒
業

し
、

当

社
の

監
査

役
に

就
任
し

た

の
は
大

正
十
三

年
十
二

月
で
、

今

日
に

及

ぶ
。

曩

に

県
参

事
会



員
、

横
浜

商
工

会

議

所
常

議
員
、

横
浜

社
会

館
長
で

あ
っ

た
。

現
在
に

於
て

は
当

社

役
員
の
外

に
渡
辺
同

族
株
式

会

社

社
長
、

日

本
研

磨
砥
石

株

式
会

社

社
長
、

其
他

幾
多

の
会

社

の
役
員

と
し
て

実

業
界
に

活
躍

し
つ

ゝ
あ
る
外

横
浜

駐

在
波
蘭

共

和
国

名

誉
領
事
で

あ
る
。

因

に
妻

女

寿
子

の

方

は
、

わ

が
社
前

社
長
た
り

し

伯
爵

広
沢

金

次
郎
氏

の
長

女
で

あ

る
。

二
、

前

任

役

員

（
相

談
役
、

会
長
、

社
長
）

故

子

爵

渋

沢

栄

一

翁

（
田

園
都

市
会

社
相

談

役
）

子
爵

の
閲

歴

を
こ

ゝ
に

事

新
ら
し

く

縷
述

す

る
な
ど

全
く
要

な

き
ま
で

に
顕

著

の
存
在
で

あ
っ

た

事
は

「
実
業

王
」

の
三

字

を
以

て
尽

く

る
と

思
ふ

が
、

極

め
て

簡

略
に

そ
の

荒
筋

だ
け

を
記
し
て

を
く
。

子
爵

は
天

保
十
一

年
二

月

十
三

日
、

武

蔵
国
榛

沢

郡
血
洗

島

（
現
今

の

埼
玉

県

大
里

郡
八

基
村
）

に

生
れ
、

七

歳

の
頃

か
ら

儒
学

を
尾

高
惇

忠
に
、

十

二
歳

か
ら

劔

法
を

渋
沢

新
三

郎

に
学

び
、

幕
末

の
風

雲

に
乗

じ
、

出

府
し

て

一

橋

家
に

仕
へ

軍
制

財

政
を
刷

新
し

た
。

徳
川

慶
喜

公
将

軍

職
に

就
か

る
る

や
、

幕

臣
に

転
じ
、

慶
応

年
間
に

渡

欧
し

て

各
国

の
文

化
を

親
賭
し
、

明
治
三

年
帰

朝
し

た
。

王

政
復

古
後

の
政

府
に

於
て

も
、

非
凡

な

る
そ
の

才

幹

を
認

め
て

大

い
に

登
用

ず
る

処
あ
り
、

大
蔵

省
出

仕

を
振
出
し

に

新
た

な

る
諸
制

度
、

会

計

法
等
の
調

査

の
為

め
尽

瘁
せ

ら
れ

た

が
、

明

治
六

年
に

至
り
、

時
の
人

々
と

意
見

の
不
一

致

を
見
、

大

蔵
卿
井

上

馨
氏
等
と

連

袂
辞

任
し
て

野

に
下
っ

た
。

爾

来
六

十

有
余

年
実

業
界
に

身

を
投

じ
、

そ
の

向
上
発

展
に

残
さ

れ
た

足
跡

は
山
積

の
書



に
編

む

べ
く
、

明

治

卅
三

年
、

そ

の
勲

功
に

依
り

男
爵
を

授
け

ら

れ
、

次
で

大
正

九
年
子

爵

に
陞
爵

せ

ら
れ

た
。

功
成

り

名
遂

げ
て

の
晩

年
は

実
業

界

の
第
一

線
か
ら
引

退

し
、

裏

面

の
人
と

し
て

尚
国

家

に
貢

献
せ

ら

れ
つ

ゝ

あ
っ

た

が
、

昭

和
六

年
十
一

月

十
一

日
、

九
十
有

二
歳

の

高
齢

を
以
て
、

酬

い
ら

れ
た
努

力
と

光

栄
の

生
涯

を
終

は
ら
れ

た
。

故

中

野

武

営

氏

（
田

園

都
市
会

社
々
長
）

氏

は

讃

岐
の

産
。

嘉

永

元

年
に

生

る
。

明

治

維
新
と

な
る

や
、

香
川
県

に
出

仕
し
、

後
、

農
商

務
省

の
官

吏
と

な
り
、

明

治
十
四

年
、

開

拓
使

官

有
物

払
下

問
題

に
関

し
、

大
隈

重

信
、

河
野
敏

鎌
等

と
共

に
官

職

を
退

き

立
憲

改

進
党
創

立
に

力
を

致
し
、

愛
媛

県
会

議
長

と
し
て

活

躍
し

た
。

実

業
界

に

於
て

は
、

東

京
株
式

取
引

所

副
頭

取
、

同

理

事
長
、

関
西

鉄

道
会

社
長

等

に

就

任
し

て

そ

の
重

き
を

な
し
、

明

治

卅
八

年
に

は
東
京

商

業
会

議
所
会

頭
と

な
り
、

大

正
三

年
に

は
東

京
市

会

議
長

と

な
っ

た
。

代

議
士

に
当

選

す

る
こ

と
八

回
、

田

園
都

市

株
式
会

社

の
創

立
せ
ら

る

ゝ
や
、

取

締

役
社
長

に
当

選
就

任
し

た

が
、

在

任
半

歳

な
ら

ず
し
て

歿
し

た
。

行
年
七
十
一
。

故

竹

田

政

智

氏

田

園
都

市
会

社
専

務
取

締

役

目

蒲

電

鉄

会

社

々

長

氏
は
慶
応
二
年
一
月
十
四

日
、

東
京
に
生
れ
、

農
商
務
省
勤
務
を
振
り
出
し
に
大
日
本
人
造
肥
料
株
式
会
社
専

務
取
締
役
か
ら
社
長
に
昇

任
し
、

傍
ら
二
三
他
社
の
役
員
を
兼
ね
て
居
た
。

渋
沢
子
爵
が
田

園
都
市
を
計
画
せ
ら



る
ゝ
に

当
り
、

そ
の
股

肱
と

な
っ

て

活

躍
し
、

専

務
取
締

役
と
し

て
よ

く

社
務
を

統
帥
し
、

そ
の
成
果

を

得
る
に

貢

献

す

る
所

大
で

あ
っ

た
。

目

黒
蒲
田
電

鉄

株
式
会

社
の
設

立
せ

ら

る
る

や
、

取

締
役

社
長
に

就

任
し

た

が
、

昭

和
四

年

六
月
六

日

病
の
為

め
歿
し
た
。

故

市

原

求

氏

田

園

都

市

会

社

々

長

目

蒲

電

鉄

会

社

々

長

氏

は

安

政
四

年
一

月

十
七

日
、

京
橋
区

本
湊
町

に

生
れ
、

先
代

市
原

求

の
遺
業

た

る

ポ

ン
プ
の
製

造
販
売

を
継

承

し
斯
界

に
声

名

を
馳
せ

た
。

明
治

卅
四

年
五

月
二

十
日
、

選

ば
れ
て

市

会
議

員
と

な
り
、

区

政
市

政

の
為

め
尽

す
と

こ
ろ

厚
く
、

又
、

傍
ら

株

式
会

社
豊

国
銀

行

を
起
し

て

財
界
に

も
重

き
を

な
し

た
。

田

園

都
市

株
式
会

社
の

創
立
せ

ら

る
ふ
に
当

り
、

渋

沢
子

爵

の
傘
下

に
入

り
監

査

役
に
就

任
、

大
正
十
二

年
六

月
二

十

七
日
、

専
務
取

締

役
竹
田

政
智
氏

辞

任
の

後
を
享

け
て

取
締

役
社
長

に

就
任
、

益

々
社

業
を
し
て

完

成
せ

し

め
た
。

昭

和
二

年
三

月
廿

日
、

在

任
中
芝
区

高
輪

南
町

五
三

の
自
邸

に

於
て

歿
し

た
。

行

年
七
十

一
。

故

岡

田

治

衛

武

氏

（
武

蔵
電

鉄

社
長
）

氏

は
安

政
六

年
十

耳
月
二

十

日
、

山
口

県
美

祢

郡
伊

佐
町
に

生

れ
た
。

明
治

十

九
年
上

京
し
て

日

本
郵

船
会

社

に

入

社
し
、

同

二

十
二

年
に

は

汽
船
共

栄
会

社

々
長
と

な
り
、

次
で

大
日
本

製
薬

株
式
会

社
専
務

取
締

役
、

真

宗



信
徒

生

命
保

険
会

社

長
、

徴
兵

保

険
株

式
会

社
長
、

東

京
電

気
鉄

道

株
式
会

社
長

に
歴

任
し
、

明
治
四

十
三

年
六

月
二

十
二
日
、

武
蔵

電
気

鉄

道
株

式
会

社
の

創
立
と

共
に

選

ば
れ
て

社
長

に

就
任
し

た
。

氏

の
手

腕

は
経
営

者
と
し
て

よ
り

も
む
し

ろ

起

業
家
と

し
て

認

め
得

ら

る

ゝ
こ

と

は
、

前

記
諸
会

社

の
創

始
を

見

て

も
明

か
で

あ
る
。

武
蔵

電
気

鉄

道
株
式

会

社

の
起

業
を

計
画
し
、

建

設
期
に

入
っ

て
か

ら
、

財
界

不

振
に
因

る
と

は
云

へ
、

誰
人

も
が
一

度

は
遭
遇

す

べ
き

常
套

の
資

金
難

に

は
如

何
と

も
施

す

術
も
尽

き
、

工

事
の
遅

延

渋

滞

は
引

い
て

監

督
官

庁

の
不
信

を

招

来
し

て

特

許
路

線

の
失

効

を

さ
へ

余
儀

な
く

せ
ら

れ
、

苦

肉
の

策
は

軽
便
鉄

道
に
依

る
再

出
願

と

な
り
、

聊
か
活

路

を
得

た

も

の
の
、

不

幸
更

生
の

途
を

開
く

能

は
ず
、

遂
に

大
正
八

年
十
二

月
、

茲
に

創

立
満

十
ヶ

年
に

し
て

権
利

を
郷
誠

之
助
男

等
に

委

譲
す

る

の
止
む

な

き
に

立
ち
至
っ

た

の
で

あ
る
。

昭
和
四

年
十
一

月

十
五

日
、

七

十
五

歳

を
以

て
長

逝
し

た
。

故

伯

爵

広

沢

金

次

郎

氏

（
武

蔵
電

鉄

社
長
）

氏

は
明

治
維

新

の
元
勲

の
一

人
、
参
議

広
沢
真

臣

の
長

男
と

し
て
、
明

治
四

年
七

月
十
三

日
、

東

京
市

麹
町
区

富

士
見
町

に

生
れ

た
。

慶
応

義
塾

幼

稚
舎

を
経
、

東

洋

英
和
学

校

を

卒
業
後
、

英

国
剣

橋
大

学
に

学

び
、

帰

朝

後
は

総
理

大
臣

秘
書
官
、

貴
族

院
議

員
、

ス

ペ
イ

ン
特
命

全
権
公

使
等

の
官
職

に

在
り
、

民
間
実

業
界
関

係
と
し

て

は

三

井

物

産
株
式
会

社
、

朝

鮮

煙
草

株
式
会

社
、

東

武
鉄

道
株

式
会

社
、

株

式
会

社
日

本

製
鋼
所

等
で
、

わ

が
武

蔵



電
気
鉄
道
株
式
会
社
々
長
に
就
任
し
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年
七
月
三
日
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
年
七
月
十
三
日

病
の
為
め
長
逝
し
た
。
因
に
長
男
真
吾
氏
は
海
軍
造
兵
機
関
の
高
官
に
在
任
。
令
嬢
は
当
社
監
査
役
た
る
渡
辺
利

二
郎
氏
の
令
夫
人
で
あ
る
。

故

男

爵

郷

誠

之

助

氏

（
武
蔵
電
鉄
取
締
役
会
長
）

大
正
八
年
十
二
月
末
、
岡
田
治
衛
武
氏
に
代
り
取
締
役
会
長
に
就
任
し
た
。
氏
は
慶
応
元
年
一
月
八
日
、
男
爵

郷
純
造
の
二
男
と
し
て
生
れ
、
明
治
十
七
年
、
海
外
に
遊
学
し
て
ハ
イ
デ
ル
べ
ル
ヒ
大
学
に
経
済
学
を
専
攻
し
、

同
廿
三
年
、
ド
ク
ト
ル
、
オ
ブ
、
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
得
、
帰
朝
後
、
明
治
四
十
三
年
襲
爵
被
仰
付
、
同

四
十
四
年
に
貴
族
院
議
員
と
な
り
、
爾
来
財
界
の
巨
星
と
し
て
重
き
を
な
し
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
に
は
内
閣
参

議
を
仰
付
け
ら
れ
た
。
此
間
東
京
株
式
取
引
所
理
事
長
、
同
会
長
、
日
本
商
工
、
東
京
商
工
各
会
議
所
会
頭
を
初

め
、
全
国
産
業
団
体
聯
合
会
会
長
、
日
本
経
済
聯
盟
会
長
、
日
本
銀
行
参
与
、
東
京
電
灯
株
式
会
社
取
締
役
会
長

等
の
他
幾
多
の
銀
行
会
社
の
役
員
と
な
り
、
昭
和
十
七
年
一
月
十
九
日
、
腸
疾
患
に
肺
炎
を
併
発
し
て
長
逝
し
た
。

享
年
七
十
八
。

顧
る
に
氏
が
武
蔵
電
鉄
へ
の
入
社
は
、
事
業
の
更
生
並
に
社
務
刷
新
に
必
然
伴
ふ
べ
き
資
金
融
通
の
機
関
た
る

事
が
重
要
な
る
役
割
で
あ
っ
た
。

前
岡
田
社
長
時
代
の
行
き
詰
っ
た
一
切
が
氏
の
就
任
と
共
に
截
然
と
し
て
解
決
せ
ら
れ
、
為
め
に
武
蔵
電
鉄
第



二
期
の
建
設
事
業
は
、

こ
こ
に
そ
の
光
明

を
見

る
こ
と
を
得
、

新
生

の
意
気
を
以
て
進
ん
で

行
く
こ
と
が
出

来
た
。

現
社
長
五

島
慶
太
氏

が
そ
も
そ
も
当
社
に
縁
を
結
ぶ
に
至
っ

た
の
は
、

即
ち
氏
が
取
締
役
会
長
に
就
任
の
翌
年
、

即
ち
大
正

九
年
五
月
末
で
あ
っ
た
。

し
か
し
幾
多
難
関
の
重
畳
せ
る
建
設
途
上
に
あ
っ
て
、

世
界
大
戦
終
熄
後
の

わ
が
財
界
の
一
大

パ
ニ
ッ

ク
及
び
帝
都
大
震
災

等
の
打
撃
は
、

直
接
間
接
に
事
業
遂
行
の
上
に
少
な
か
ら
ぬ
暗
影

を
投

じ
た
。

か
か
る
事
情
の
裡
に
氏
は
大
正
十
三

年
十
月
七
日
、

在

職
僅
か
五
ヶ
年
に
し
て
辞
任
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る

が
、

こ
れ
は
当
時
の
わ
が
国
財
界

が
如
何
に
混
乱
し
て

ゐ
た
か
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で

あ
り
、

ま
た
止
む

能
は
ざ
る
進
退
で
あ
っ

た
と
云
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。

矢

野

恒

太

氏

田

園

都

市

会

社

社

長

目
蒲
、
旧
東
横
両
社
々
長

男
爵

郷

誠
之

助
氏

の
会

長
辞

任

の
後

を
承
け
て
、

社
長

に

就
任

し
た

の

が
矢
野

恒
太

氏
で

あ
る
、

建
設

途
上

に

あ
っ

た
事

業
を
継

続

す
べ

き
資

金

の
調

達
か

ら

増
資

が
断

行
さ

れ
、

第
三

期

の
更

新

時
代

に
入

り

社
名

も
東
京

横

浜

電
鉄

株
式
会

社
と
変

更
し
、

茲
に

ゆ

る

ぎ
な

き
今

日

の
基

礎

が
確

立
し

た
。

氏

は

慶
応
元

年

十
二

月
二

日
、

岡

山
県
に

生

れ
、

父
を
三

益
と

称
し

そ

の
長

男
で

あ
っ

た
。

明
治

二
十
二

年
第

三

中
学

校
医

学

部

卒
業

後
、

日
本

生
命

保
険
医
、

同
二

十
七

年
共

済

（
安
田

系
）

生

命
保
険

支
配

人
と

な
り
、

同

社

の
為

め
同
二

十
八

年
、

生

命

保
険

業

視
察
の
目

的

を
以

て

欧

米
各

国

を
歴
遊

し
同
三

十

年
帰

朝
し

た
。

翌
三

十

一

年
、

農

商

務
省

及

び
法
典
調

査
会

に

入
り
、

同

三

十
三

年
保

険
課
長

兼
内

閣

統
計

局
審

査
官

仰
せ
付

け
ら

れ
た
。



明

治
三

十
五

年
、

官

を
退

き
第
一

生

命
保

険

相
互

会

社

を
創

立
し

て

そ

の
社
長

を
な
っ

た
。

烱
眼

恰

も
炬

の
如

き
氏

が
、

旧

東

横
電

鉄

の
将

来
に

望
を
嘱

し
、

社
長
に

就

任
す

る
や
、

堅

実

そ

の

も
の
の
権

化
と

思
は

る

ゝ
迄
周

到

な
る
用

意

の
下

に

社

務
を
統

制
し
、

斯

業

の
先

達
小

林
一
三

氏

を
顧

問
に

招

聘
し
て

遂
に

難
中

の
難

事
た

る
建

設
事

業

を
完

成
せ
し

め
、

且
つ

目
出

度

く
開

業
の
日

を
迎

ふ

る
に
至
っ

た
。

事

業

が
愈

々
経
営

期
に

入
り
、

遅

緩

な

き
氏
独

特

の
方

針
に
基

き
て
逐

日

社
運

の

隆
盛

を
来

す
に
至

る

や
、

一

切

を
挙

げ
て

そ
の
女

房

役
た
り

し
五

島

慶
太

氏
に

委

ね
、

恰

も
巨

鯨

の
冲

を
指
し
て

去
る

が
如

く
、

颯

爽
と

し
て

社
長

の
任

を
退

い
た
の

が
昭
和
三

年
五

月

七
日
で

あ
っ

た
。

故

松

浦

由

太

郎

氏

（
目
蒲
、
旧
東
横
電
鉄
常
務
取
締
役
）

氏

は
明

治
二

十
三

年
一

月
八

日
、

静
岡

県

沼
津

市
に

生
れ
、

沼

津
商

業
学

校

卒
業

後
、

帝

国
鉄

道
庁

経
理
部

に

勤

務
し
、

明

治
四

十
三

年
、

鉄
道

院
書

記
と

な
っ

た
。

大
正

九

年
六
月
、

官

を
辞
し

て

武
蔵

電
鉄

に
人

り
、

目

蒲

電
鉄

の

創
立
せ

ら
る

ゝ
や
、

大

正

十
一

年
十
二

月
、

庶

務
課
長

兼
会

計

課
長

を
命

ぜ
ら

れ
、

以

来

累

進
し

て
同

十

五

年
三

月
、

目

蒲
、

東
横
両

社
の

支
配
人

兼

会
計
課

長
と

な
っ

た
。

昭

和
四

年
、

傍

系
会

社
た

る
東

横

タ
ク

シ
ー

外

数

会

社
の
取

締

役
、

監

査

役
に
就

任
、

昭

和
十

年
一

月

に
は

東

横
百

貨

店
部

次
長

の
要

職
に

就

き
、

其

後
更

に

傍
系

会

社
た

る
大
正

自
動

車
、

中
仙

道
乗

合
、

玉
川

電

鉄
等

の
取
締

役

を
兼

ね
て

居

た

が
、

昭
和
十
一

年
十
二

月
、

目

蒲
、

東

横
両

社

の
取
締

役
に
昇

進
し

た
。

以

後
引

続

き
本

社
の
重

役
た

る
と

共
に

多
数

支
配

会
社

の

役
員
と

な



り

縦
横

の
才

腕
を

振
っ
て

ゐ
た

が
、

昭

和
十
三

年
十
月
二

十

九
日
、

惜
し

く

も
病
没
し

た
。

顧

る

に
現
五

島

社
長

が
武

蔵

電
鉄
経

営
に

乗
り

出

す
と

共

に
氏

も
行

を

共
に
し
、

そ

の
股

肱
と

な
り
て

多

年

克
く

精
励

恪
勤
し
、

不
断

の

努
力

は
東

横
電
鉄

今
日

の
大
を

な
す

に
与

っ
て

力

あ
る

も

の
で

あ

っ

た
。



第
三

章

重

役

会

及

職

制

第

一

節

重

役

会

規

程

本

規
程

は
大

正
十
三

年

十
月
一

日
、

目

蒲
電

鉄

の
作
成

し

た
も

の
を
、

大
正

十
三

年
十
一

月

十
五

日
、

直

接
旧

東

横
電
鉄

に

も
適

用
し

た
の
で

あ
る
。

会

社
経
営
に

関

す
る

最

高
諮
詢

機
関
で

あ
る
か

ら
左
に

そ

の
条
項

を
記

載

す

る
。

第

一

条

重

役
会

ハ
取

締

役
、

監

査

役
及

相

談
役

ノ

全
員

ヲ
以

テ

之
ヲ
組

織

ス

第

二

条

重

役
会

ハ
毎
月

之
ヲ

開

ク
但

臨
時
緊

急
ヲ
要

ス
ル
場

合

ハ
取
締

役

社
長

ニ
於

テ
随

時
之

ヲ
招

集

ス

第

三

条

重

役
会

ノ
議
長

ハ
取

締

役
社
長

之

ニ
任

ス
取

締
役

社
長
事

故
ア

ル
時

ハ
他

ノ
取

締

役
之

ニ
代

ル

第

四

条

左

ノ
事
項

ハ

重
役
会

ノ
決

議
ヲ

経

ヘ
キ
モ
ノ

ト

ス

一
、

重
要

ナ

ル
規

則

ノ
制

定
及

改
廃

ニ
関

ス
ル
件

二
、

株

主
総
会

ニ
関

ス
ル
件

三
、

株

金
及

社
債

金
ノ
払

込

並

ニ

借
入

金

ニ
関

ス
ル
件

四
、

建

設
費
及

営

業
収

支

ノ
予

算
及

決

算

ニ
関

ス
ル
件

五
、

重
要

ナ

ル
契

約

ニ
関

ス
ル
件



六
、

重
要

ナ

ル
願

伺

ニ
関

ス
ル
件

七
、

訴

訟

及
和

解

ニ
関

ス

ル
件

八
、

旅
客
及

貨

物

ノ
賃

金
制

定

ニ
関

ス
ル
件

九
、

線
路

ノ
新

設
延
長

及

其
改

廃

ニ
関

ス
ル
件

一
〇
、

相
談

役
顧

問

ノ
招

聘
及

高
級

社
員

ノ

任
免

ニ
関

ス
ル
件

一
一
、

其
ノ

条
取

締

役
社
長

ニ
於

テ

必
要

卜
認

ム
ル

事
項

第

五

条

前

条

ノ
各
項

ニ

シ
テ
緊

急

ヲ
要

ス

ル
場

合
重

役
会

ヲ

招
集

ス
ル

ノ
暇

ナ

キ
時
ハ

取
締

役

社
長

之
ヲ

処
理

シ
次
回

重
役
会

ノ
承
認

ヲ
求

ム
ヘ
キ
モ

ノ
ト

ス

第

六

条

重

役
会

ノ
決

議

事
項

ハ
決

議
録

ニ
記

載

シ
出

席
重

役

ノ
全
員

之

ニ
調

印

ス
ル

モ
ノ

ト

ス

第

二

節

職

制

一
、

職

制

の

変

遷

目

蒲
電

鉄
に

あ
っ

て

は
、

大
正

十
二

年
二

月
二

日

の
重

役
会
で

社
則

を
制

定
し
、

同

月
十
三

日

か
ら

実

施
し

た

が
大
正

十
三

年
十

月
一

日
、

更
に

改
正

施

行
に

及
ん

だ

も

の

が
基

礎
と

な
り
、

幾

度

か
の

改
廃

を
経
て

今

日
に

及

ん
で

居

る
。

旧

東
横

電
鉄
に

あ
っ

て

は
、

武

蔵
電

鉄
時
代

大

正
元

年
八

月
二

日
に

制
定

さ
れ
た

も
の
の
、

実
質

的
に

運

用
す



る
迄
に

至
ら

ず
、「
営

業
課
」

な

ど

も
空

名
の

ま
ま
に

終
っ

て

し

ま
っ

て

ゐ
た
の
で
、

大

正
十
二

年
に
は
こ

れ

を
廃

し
て

電

気
課

を

設
け
、

ほ

か
に
庶

務
、

倉

庫
、

工

務
、

会

計
、

地
所
を

併
せ

六
課
で

あ
っ

た
。

職

員

は

支
配

人
、

技

師
長
、

主

事
、

技
師
、

書

記
、

技
手
、

雇

等
で

あ
っ

た
。

大
正

十
三

年
に

入
り
、

目

蒲
系

の

支
配
下

に
属

す

る
に
及

び
大
体

そ
の

社
則

を
準
用

し
、

開

業
期

の
大
正

十
五

年
に

新
た

に

「
運
輸

課
」

が
設
置

せ
ら

れ
、

職
員

の
中

「
雇
」

を
雇
員

と

改
称
、

更
に

「
傭
員
」

及

び

「
嘱

託
」

が
置
か

れ

た
。

目

蒲
東

横
両

社

並
立
飛

躍
時
代

期

に
入

ら

う
と
し

た

昭
和

六
年

の
改
正

に

は
、

新
た
に

両

社
通
用

の

開
発

課
、

研

究
課
、

田

園

都
市

部
を

設
け
、

従

来

の
倉
庫

課
、

会

計
課

を
合
し
て

経
理
課

と
し

た
。

即

ち
一

部
七

課
と

増
大

し
て

こ

こ
に

部
制

の
端

を
ひ
ら

く

に
至
っ

た

の
で

あ

る
。

昭
和

九
年
の

改
正

は
、

東

横
百

貨

店
の

開
業

に

依
り
新

た
に

百
貨

店
部
及

び
監
察

課

を
置

き
、

田

園
都

市
部

を

課

名
に
変

へ

た
。

職
名

は
従

前
通

り
で

あ

る
。（
百

貨

店
部
に

就
て

は

別
編
に

詳
記

す
）

昭
和

十
一

年
に

入
り
、

東

横
電

鉄

は
東
横

乗

合
株

式
会

社
の

合
併

に
基

き
自

動
車

課

の
新
設

を
見
、

更
に

こ

れ

よ
り

先

き
教
育

保
健

課

を
新

た
に

設
け
た

の
で

一

部

九
課

と

な
っ

た
。

昭

和
十

二

年
に

は
玉
川

電

鉄
の

事
務
統

制
に

依

る
電

灯
課

の

新
設
、

日

蒲
電

鉄

が
目

蒲

乗
合

の
営
業

譲
受

等
に

依

る
自
動

車
経

営

事
業

の
進
展

と
確

立
の
為

め
、

課

を
部
制

に

改
め
、

且
つ

重

役
直
属

の

社
務

運
行

の
為

め
秘
書

課
を

設

け
、

社
長
制

を
復

活
し
、

五

島
慶

太

氏
は

社
長

に
、

篠
原
三

千

郎
氏

は
専

務
に

各
昇

任
し
、

そ

の
統
制

の



下

に

二
部

十
一

課

と
な

り
、

職
員

に

は
在

来

の
支
配

人
、

技

師
長
、

主

事
、

技

師
、

書

記
、

技
手
、

雇

員
、

傭
人

の
外
、

百

貨

店
部

に
正

店
員
、

準

店
員

等

が
追

加
さ

れ
た
。

昭

和
十
三

年
の

改
正

は
、

一

期

と
二

期
と

に

分
け
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

一
期

は
即

ち

東
横

電
鉄

の
玉

川

電
鉄

合

併
と

共
に

玉
川

運
輸

課

を

設
け
二

部

十
二

課
制

と

な
っ

た
。

二

期

は
昭

和
十
三

年
十
一

月

の

改
正
で
、

前

支
配

人

松
浦

由
太

郎
氏

が
常
務

取
締

役
に

昇

任
し
、

一

時

支
配
人

を
廃
し

た

が
、

同

氏
物

故

後
、

組

織

を
部

制
に

変
更

し
八

部
四

十

課
と

な
っ

た
。

昭
和

十
五

年
二

月

（
目

蒲
、

東

横

合
併

後
）

の

改
正

は

支
配
人

制

を
復
活

し
て

小

林
清

雄

氏

が
昇

進
し
、

監
察

課

を
秘

書
課

と

共
に

重

役
直

属
と

し

た
。

昭

和
十
五

午

九
月
二

十
八

日
、

新

に

技

術
研

究
所

を
置

き
、

二

課
一

係

を
設
け
、

昭

和
十

六
年
一

月

の

改
正
で

は
、

事
業

部
を
新

設

し
て

課

を
増

設
し

且
つ

重

役
直

属

の
調

査
室

を
置

き

現
在
に

及

ん
で

ゐ

る
。

二
、

現

行

職

制

職

制

第

一

条

取

締

役
社
長

ハ

本
会

社
ノ

事

業
ヲ
総

理

シ
職

員
ヲ
統

督

シ
、

会

社
ヲ
代

表

シ
テ
其

業

務
ヲ

執
行

ス

第

二

条

専

務
取

締

役
及

常
務

取
締

役

ハ
取

締

役
社
長

ヲ
補

佐

シ
テ
本
会

社
ノ

業

務
ヲ

掌
理

ス

取
締

役

社
長

ニ

於
テ

必
要

ア

リ

ト
認

ム
ル

ト

キ
ハ
常

任
取

締

役

ノ
分

掌

業
務

ヲ
定

ム
ル
コ

ト
ア

ル

ヘ

シ



第

三

条

本
会

社

ニ
於
テ
左

ノ
職

員

ヲ
置

ク

支

配

人
、

主

事
、

技

師

書

記
、

技

手
、

正

店

員

準

店

員
、

雇

員
、

傭

員

第

四

条

本

会

社
ノ

業
務
組

織
及

分

掌
事

項

ハ
別

表

ニ
依

ル

第

五

条

部
、

課

及

係

ニ
長
ヲ
置

キ
事
務

ノ
都

合

ニ
依
リ
、

部

ニ
次
長
、

課

ニ
副

長

ヲ
置

ク

コ
ト
ヲ

得

部

長
及

次
長

ハ
主

事

又

ハ
技

師

ヲ
以

テ
之

ニ
充

ツ
、

但

シ
特

ニ

必
要

ア

ル

ト

キ
ハ

取
締

役

ニ
部
長

ヲ
依

嘱

ス
ル

コ
ト

ヲ
得

課

長

ハ
主

事
又

ハ
技

師
ヲ
以

テ

之

二
充

ツ
、

但

シ
百

貨

店
部

ニ
於

テ
ハ
正

店
員

ヲ
以

テ

之

ニ
充

ツ

ル
コ

ト
ヲ

得

副
長
及

係

長
ハ
主

事
、

書
記

又

ハ
正

店
員
、

技

師
又

ハ
技
手

ヲ
以

テ

之

ニ
充

ツ

第

六

条

支
配

人

ハ
取

締

役
社
長
、

専

務
取

締

役
及

常

務
取
締

役

ノ
命

ヲ
承

ケ
一

切
ノ

社
務
ヲ

統
轄

掌
理

シ

部
下

ヲ
指

揮
監
督

ス

部
長
及

次

長

ハ
各
上

長

ノ
命

ヲ
承

ケ
主
管

事
務

ヲ
掌

理

ス

課
長
、

副
長

及
係
長

ハ

各
上
長

ノ

命
ヲ

承

ケ
主

管

事
務

ヲ
分

掌

ス

係
員

ハ
各
上

長

ノ
命
ヲ

承
ケ
所

属

ノ
事

務

ニ
従
事

ス



職 員 移 動 数 表 （目 蒲 電 鉄）



職 員 移
動 数 表 （旧東横電鉄）



業

務

組

織

一

覧

表

昭
和
十
六
年
末
現
在
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